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特集 　長崎県の運輸と観光

１　

は
じ
め
に

　

長
崎
県
は
、
朝
鮮
半
島
ま
で
わ
ず
か
50

㎞
に
あ
る
「
対
馬
」
を
北
端
に
、「
島
原

半
島
」
を
東
端
、
そ
し
て
五
島
列
島
か
ら

更
に
南
に
位
置
す
る
「
男
女
群
島
」
を
南

端
、「
肥
前
鳥
島
」
を
西
端
と
し
て
、
そ

の
拡
が
り
は
、
ほ
ぼ
九
州
本
土
に
匹
敵
し

ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
離
島
と
半
島
が
あ

り
、「
し
ま
」
の
面
積
は
県
土
の
約
４
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

青
く
澄
み
切
っ
た
深
い
入
り
江
、
そ
し

て
緑
濃
き
島
々
と
約
４
千
２
百
㎞
に
及
ぶ

海
岸
線
が
織
り
な
す
美
し
い
自
然
景
観
も

加
わ
り
、
県
全
体
が
自
然
の
宝
庫
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

東
は
島
原
半
島
が
突
出
し
、
有
明
海
を

隔
て
て
熊
本
県
、
福
岡
県
と
相
接
し
、
南

は
長
崎
半
島
が
天
草
灘
に
望
み
、
西
海
上

に
は
五
島
列
島
が
、
西
北
海
上
に
は
壱

岐
、
対
馬
が
あ
り
、
朝
鮮
海
峡
の
か
な
た

に
韓
国
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

歴
史
的
に
見
る
と
、
鎖
国
時
代
、
わ
が

国
で
唯
一
、
西
欧
に
開
か
れ
て
い
た
「
出

島
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら

日
本
の
海
外
交
流
の
窓
口
で
あ
り
、
先
進

文
化
と
技
術
の
中
継
地
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
独
自
の
文
化
を

育
み
、
人
を
呼
ん
で
栄
え
、
成
長
し
て

き
ま
し
た
。

　

近
年
、
県
内
の
港
に
は
、
世
界
各
地
の

客
船
が
寄
港
す
る
な
ど
、
日
本
有
数
の
ク

ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
地
と
し
て
、
世
界
の

ク
ル
ー
ズ
船
社
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
九
州
新
幹
線
西
九
州

ル
ー
ト
の
武
雄
温
泉
～
長
崎
間
に
つ
い
て

は
令
和
４
年
に
開
業
し
て
か
ら
３
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
利
用
者
数
が
継
続
し
て

開
業
当
時
の
水
準
を
上
回
る
な
ど
順
調
に

推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
加
え
、
い
わ
ゆ
る
「
２
０
２
４
年

問
題
」
に
よ
る
運
転
手
不
足
や
人
手
不

足
、
燃
料
価
格
高
騰
の
長
期
化
な
ど
、
県

内
の
公
共
交
通
事
業
者
・
観
光
事
業
者

の
経
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

て
お
り
ま
す
。

　

県
と
し
て
は
、
地
域
住
民
の
生
活
の
移

動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
運
行
（
航
）

費
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
離
島

へ
の
旅
行
商
品
に
対
す
る
助
成
の
実
施
な

ど
、
交
通
や
観
光
関
係
事
業
者
に
対
す
る

様
々
な
施
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

２　

長
崎
県
の
運
輸
に
つ
い
て

（
１
）
航
空
に
つ
い
て

①
空
港
の
概
況

◆
長
崎
空
港

　

長
崎
空
港
は
、
昭
和
50
年
５
月
に
世
界

初
の
本
格
的
海
上
空
港
と
し
て
供
用
開
始

長
崎
県
の
運
輸
と
観
光

�

長
崎
県　

交
通
政
策
課
、
新
幹
線
対
策
課
、
観
光
振
興
課
、

�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
課
、
道
路
建
設
課
、
港
湾
課

さ
れ
、
令
和
７
年
５
月
に
開
港
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

大
村
湾
内
の
大
村
市
箕
島
と
周
辺
海

域
を
埋
め
立
て
て
造
ら
れ
、
本
土
側
と

長崎県

設 置 者 及 び 管 理 者 国土交通省
位 置 長崎県大村市
標 高 ＋ 2.4 ｍ
空 港 敷 地 面 積 1,756 千㎡

基本
施設

滑 走 路 3,000 ｍ × 60 ｍ
着 陸 帯 3,120 ｍ × 300 ｍ
誘 導 路 3,320 ｍ × 9 ｍ、23 ｍ、28.5 ｍ、34 ｍ
エ プ ロ ン 11 バース
〃（小型機用） 5 バース

保安
施設

通信無線装置 計器着陸装置（ILS）、空港監視レーダー（ASR）、二次監視レーダー
（SSR）、無指向性無線標識（NDB）など

照 明 施 設 進入灯、進入灯台、連鎖式閃光灯、滑走路灯、滑走路中心線灯など
駐 車 場 1,051 台

長崎空港の施設概況
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は
９
７
０
ｍ
の
箕
島
大
橋
で
結
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

滑
走
路
は
３
，０
０
０
ｍ
で
大
型
航
空

機
の
離
着
陸
も
可
能
で
、
騒
音
問
題
や
気

象
障
害
が
少
な
く
、
信
頼
性
と
安
全
性
に

優
れ
た
海
上
空
港
で
す
。

　

ま
た
、
長
崎
空
港
の
運
用
時
間
は
15
時

間
（
７
時
～
22
時
）
と
な
っ
て
お
り
、
国

際
定
期
路
線
に
対
応
し
た
Ｃ
Ｉ
Ｑ
機
関
の

体
制
も
整
っ
て
い
ま
す
。

　

長
崎
空
港
は
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、

高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
10
分
程
度
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
令
和
４
年
９
月
に
開

業
し
た
西
九
州
新
幹
線
の
新
駅
で
あ
る
新

大
村
駅
に
も
、
バ
ス
に
よ
り
15
分
程
度
で

ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
好
条

件
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
陸
路
に
加
え
、
海
上
空
港
の

特
色
を
活
か
し
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
な

ど
へ
の
連
絡
船
の
海
上
ア
ク
セ
ス
も
あ

り
ま
す
。

◆
離
島
空
港

　

長
崎
県
の
離
島
は
、
全
国
最
多
の
51
島

が
離
島
振
興
法
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
県

の
人
口
の
約
１
割
が
住
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
、「
五
島
列
島
」「
壱
岐
」「
対
馬
」

の
３
つ
の
大
型
離
島
に
は
、
長
崎
空
港
や

福
岡
空
港
と
の
定
期
路
線
が
あ
る
「
福
江

空
港
」「
壱
岐
空
港
」「
対
馬
空
港
」
と
、

定
期
便
が
就
航
し
て
い
な
い
も
の
の
８
０

０
ｍ
の
滑
走
路
を
有
す
る
「
上
五
島
空

港
」「
小
値
賀
空
港
」
の
、
合
わ
せ
て
５

つ
の
県
管
理
空
港
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

②
路
線
の
概
況

◆
国
際
路
線

　

長
崎
空
港
の
国
際
定
期
路
線
は
、
現

在
、
上
海
線
（
浦
東
）
と
ソ
ウ
ル
線
（
仁

川
）
の
２
路
線
が
運
航
さ
れ
て
お
り
、
令

和
６
年
度
の
国
際
定
期
便
の
乗
降
客
数

は
、
３
万
６
千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
54
年
９
月
に
地
方
空
港
と
し
て
は

日
本
で
最
初
に
開
設
さ
れ
た
上
海
線
は
、

令
和
６
年
９
月
に
開
設
45
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
現
在
は
、
中
国
東
方
航
空
に
よ

り
週
２
往
復
（
月
・
金
）
で
運
航
さ
れ

て
お
り
、
近
年
は
個
人
利
用
客
を
中
心

に
利
用
者
数
も
好
調
に
推
移
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ソ
ウ
ル
線
は
、
令
和
６
年
10
月
に
再
開

し
、
現
在
、
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
リ
ア
の

大
韓
航
空
が
週
４
往
復
（
月
・
火
・
木
・

土
）
で
運
航
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
数
も

好
調
で
あ
り
、
県
内
の
外
国
人
宿
泊
者

数
の
増
加
に
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

◆
国
内
路
線

　

現
在
の
国
内
定
期
路
線
及
び
便
数
は
、

東
京
（
羽
田
・
成
田
）、
大
阪
（
伊
丹
・

関
西
）、
神
戸
、
名
古
屋
（
中
部
）
の
国

内
主
要
都
市
を
結
ぶ
路
線
に
加
え
、五
島
、

壱
岐
、
対
馬
の
県
内
離
島
と
の
間
に
、
Ａ

Ｎ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
Ｌ
・
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
・
ス
カ

イ
マ
ー
ク
・
ピ
ー
チ
・
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・

オ
リ
エ
ン
タ
ル
エ
ア
ブ
リ
ッ
ジ
の
９
路
線

38
便
が
運
航
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
国
内
線
の
乗
降
客
数

（
離
島
路
線
を
含
む
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
乗
り
越
え
、

５
年
ぶ
り
の
３
０
０
万
人
台
と
な
る
３
０

２
万
４
千
人
と
な
っ
て
お
り
、
過
去
最
高

で
あ
っ
た
平
成
30
年
度
の
利
用
者
の
約

94
％
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

◆
離
島
路
線

　

離
島
航
空
路
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
エ
ア

ブ
リ
ッ
ジ
が
Ａ
Ｎ
Ａ
及
び
Ｊ
Ａ
Ｌ
と
そ
れ

ぞ
れ
コ
ー
ド
シ
ェ
ア
を
行
い
、
運
航
し
て

い
ま
す
。
使
用
機
材
は
、
令
和
４
年
度
及

び
令
和
５
年
度
に
導
入
し
た
Ａ
Ｔ
Ｒ
42-

６
０
０
型
機
２
機
を
主
力
と
し
、
長
崎
～

福
江
線
２
往
復
（
金
・
土
・
日
３
往
復
）、

長
崎
～
壱
岐
線
２
往
復
、
長
崎
～
対
馬
線

３
往
復
、
福
岡
～
福
江
線
３
往
復
、
福
岡

～
対
馬
線
２
往
復
の
運
航
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
Ａ
Ｎ
Ａ
が
単
独
で
、
福
岡
～
福
江

線
１
往
復
、
福
岡
～
対
馬
線
３
往
復
を
運

航
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、
45
万
２
千

人
が
離
島
航
空
路
を
利
用
し
て
お
り
、
離

島
住
民
の
移
動
手
段
だ
け
で
な
く
交
流
人

口
の
拡
大
に
も
貢
献
し
て
お
り
、
全
国
で

最
も
多
く
離
島
を
持
つ
本
県
に
と
っ
て
、

離
島
地
域
の
振
興
の
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世界初の本格的海上空港「長崎空港」
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③
利
用
促
進

　

長
崎
県
空
港
活
性
化
推
進
協
議
会
に
お

い
て
は
、
長
崎
空
港
の
よ
り
一
層
の
利
用

促
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
内
線
対
策
と
し
て
、
長
崎
空
港
の
利

用
拡
大
に
向
け
、
航
空
会
社
と
連
携
し
た

利
用
促
進
の
取
組
や
、
空
輸
に
よ
る
県
産

品
の
販
路
拡
大
事
業
等
へ
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
離
島
路
線
で
は
、
路

線
の
Ｐ
Ｒ
や
利
用
促
進
を
図
る
た
め
の
事

業
へ
の
支
援
等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
航
空
路
線
の
維
持
・
拡
大
に
向
け

て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン

ド
双
方
の
利
用
促
進
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い

て
は
、
旅
行
会
社
に
対
し
、
上
海
線
や
ソ

ウ
ル
線
の
利
用
促
進
を
行
う
と
と
も
に
、

海
外
で
の
旅
行
会
社
向
け
現
地
説
明
会
な

ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
長
崎
県
民
を
対

象
と
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
支
援
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
県
と
し
て
は
、
中
国
を
は
じ
め
東
ア

ジ
ア
地
域
と
の
交
流
の
歴
史
と
豊
富
な
観

光
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
国
際

定
期
航
空
路
線
の
維
持
・
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、
更
な
る
路
線
や
チ
ャ
ー
タ
ー
便

の
誘
致
等
、
長
崎
空
港
の
航
空
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拡
大
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
海
上
交
通
に
つ
い
て

①
港
湾
の
概
要

　

長
崎
県
に
は
、
重
要
港
湾
が
５
港
、
地

方
港
湾
が
77
港
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
56
条

港
湾
（
港
湾
区
域
の
定
め
が
な
い
港
湾

で
、
都
道
府
県
知
事
が
水
域
を
告
示
し

た
港
湾
）
が
22
港
あ
り
、
重
要
港
湾
で

あ
る
佐
世
保
港
を
佐
世
保
市
が
、
そ
の

他
の
す
べ
て
の
港
湾
を
長
崎
県
が
管
理

し
て
い
ま
す
。

　

離
島･
半
島
を
多
く
有
す
る
本
県
で

は
、
重
要･

地
方
港
湾
の
約
半
数
で
定
期

航
路
が
就
航
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に

は
厳
原
港
、
令
和
６
年
度
に
は
郷
ノ
浦
港

に
お
い
て
干
満
差
に
対
応
し
た
旅
客
用
の

浮
桟
橋
を
整
備
す
る
な
ど
、
海
上
交
通
の

利
便
性
・
安
全
性
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
地
に
近
接
し
、
ま
ち
全
体

で
上
質
な
お
も
て
な
し
が
可
能
な
長
崎
港

は
、
昭
和
33
年
の
カ
ロ
ニ
ア
号
初
寄
港
以

来
、
70
年
近
く
に
わ
た
っ
て
ク
ル
ー
ズ
客

船
が
寄
港
し
て
お
り
、
そ
の
寄
港
数
は
累

計
２
，６
０
０
隻
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
近
年
で
は
青
方
港
や
郷
ノ
浦
港
と

い
っ
た
離
島
港
湾
に
お
い
て
も
ク
ル
ー
ズ

客
船
が
寄
港
す
る
な
ど
、
ク
ル
ー
ズ
需
要

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
国
内
外
と
の
交
流
は
地
域
経

済
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
、

人
流
や
物
流
機
能
と
合
わ
せ
て
、
県
内
の

各
港
湾
が
海
上
交
通
の
拠
点
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

②
旅
客
輸
送

　

離
島
・
半
島
の
多
い
本
県
に
は
数
多
く

の
航
路
が
あ
り
、
海
上
交
通
は
日
常
生
活

や
ビ
ジ
ネ
ス
、
産
業
活
動
に
お
い
て
重
要

な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
土
と
離
島
地
域
（
準
離
島
及
び
過
疎

地
を
含
む
）
及
び
離
島
間
を
結
ぶ
一
般
旅

客
定
期
航
路
数
は
、
令
和
７
年
４
月
現
在

で
、
33
航
路
（
う
ち
国
庫
補
助
航
路
は
22

航
路
、
県
単
独
補
助
航
路
は
２
航
路
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

離
島
航
路
だ
け
で
は
な
く
、
雲
仙
を
抱

え
る
島
原
半
島
に
は
熊
本
・
天
草
・
大
牟

田
な
ど
を
結
ぶ
航
路
や
、
大
村
湾
で
は
長

崎
空
港
と
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
な
ど
を
結
ぶ

海
上
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
の

「
軍
艦
島
ク
ル
ー
ズ
」
な
ど
県
内
各
地
の

遊
覧
船
は
多
く
の
観
光
客
に
喜
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
輸
送
人
員
は
４
５
８
万

人
で
あ
り
、
う
ち
離
島
航
路
は
３
２
１
万

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
離
島
航
路
の
輸
送

人
員
は
10
年
前
と
比
較
し
て
約
２
割
減
少

し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進

展
に
よ
る
利
用
客
数
の
減
少
に
よ
り
県
内

定
期
航
路
事
業
者
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
離
島
住

民
の
大
切
な
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
離
島

航
路
の
維
持
・
確
保
の
た
め
、
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
更
新

　

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
は
、
離
島
と
本
土

を
結
ぶ
海
上
高
速
機
関
と
し
て
、
離
島
に

暮
ら
す
住
民
の
日
常
生
活
だ
け
で
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
な
ど
の
交
流
人
口
拡
大

の
観
点
か
ら
も
必
要
不
可
欠
な
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
に
は
「
博
多
～
壱
岐
～
対
馬
航

路
」
に
２
隻
、「
長
崎
～
五
島
航
路
」
に

２
隻
の
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
が
就
航
し
て

い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
船
齢
が
30
年
を
超

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
更
新

（
建
造
）
に
向
け
、
関
係
者
に
よ
る
協
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
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今
回
、
国
の
補
助
事
業
の
活
用
が
決
定

し
た
こ
と
か
ら
、
国
と
地
元
自
治
体
が
建

設
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
財
源
ス

キ
ー
ム
を
構
築
し
、「
博
多
～
壱
岐
～
対

馬
航
路
」
に
就
航
す
る
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

２
」
の
更
新
（
建
造
）
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
新
船
の
建
造
が
進
め
ら
れ
、

令
和
11
年
の
上
期
に
は
、
新
し
い
ジ
ェ
ッ

ト
フ
ォ
イ
ル
が
就
航
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
3
）
陸
上
交
通
に
つ
い
て

①
路
線
バ
ス
の
概
況

　

長
崎
県
内
に
本
社
を
置
く
乗
合
バ
ス
事

業
者
は
12
社
（
地
域
別
内
訳
：
離
島
４

社
、
本
土
８
社
、
官
民
内
訳
：
民
営
11

社
、
公
営
１
社
）
あ
り
、
離
島
・
半
島
を

多
く
有
す
る
本
県
に
お
い
て
、
乗
合
バ
ス

は
、
地
域
住
民
、
と
り
わ
け
高
齢
者
や
学

生
な
ど
の
、
車
を
運
転
で
き
な
い
人
に

と
っ
て
最
も
身
近
な
公
共
交
通
機
関
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
過
疎
化
や
少
子
化
の

進
行
等
に
よ
り
輸
送
人
員
は
年
々
減
少

し
、
令
和
５
年
度
は
５
，８
０
８
万
４
千

人
で
あ
り
、
こ
こ
10
年
で
30
％
減
少
し
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成
14
年
２
月
か
ら
の
乗
合
バ

ス
の
規
制
緩
和
に
伴
い
、
路
線
廃
止
が
原

則
自
由
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
活
交
通

の
維
持
確
保
は
本
県
に
お
い
て
も
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
県
は
国
及
び
市
町
と
連
携

し
て
、
乗
合
バ
ス
の
運
行
に
係
る
路
線
維

持
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
交
通
事
業
者
は
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
ダ
イ
ヤ
・
路
線
の
見
直

し
、
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券
、
高
齢
者
割
引

な
ど
運
賃
の
弾
力
的
な
運
用
や
、
増
加
す

る
訪
日
外
国
人
の
受
入
の
環
境
整
備
な
ど

新
規
利
用
者
を
増
や
す
た
め
の
取
組
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

②
鉄
軌
道
（
新
幹
線
除
く
）
の
概
況

　

長
崎
県
内
に
は
Ｊ
Ｒ
九
州
の
３
路
線

（
長
崎
本
線
、
佐
世
保
線
、
大
村
線
、
約

１
３
０
㎞
、
39
駅
）、
旧
国
鉄
の
地
方
交

通
線
か
ら
転
換
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー
の
松

浦
鉄
道
（
93
・
８
㎞
、
57
駅
※
佐
賀
県
内

も
含
む
）
及
び
民
営
の
島
原
鉄
道
43
・
２

㎞
、
24
駅
）
が
走
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
九
州
の
長
崎
本
線
と
佐
世
保
線

は
、
本
県
と
福
岡
・
本
州
方
面
を
結
ぶ
重

要
な
路
線
で
あ
り
、
大
村
線
は
県
都
長
崎

市
と
県
下
第
二
の
都
市
で
あ
る
佐
世
保
市

を
結
び
、
沿
線
に
は
全
国
的
に
も
有
名
な

テ
ー
マ
パ
ー
ク｢

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス｣

も

位
置
し
、
県
内
観
光
拠
点
の
相
乗
的
な
活

性
化
を
図
る
う
え
か
ら
も
極
め
て
重
要
な

路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
10
月

に
は
佐
世
保
線
、
令
和
７
年
10
月
に
は
大

村
線
で
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
エ
リ
ア
拡

大
が
あ
り
、
利
便
性
の
向
上
及
び
交
流
人

口
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
島
原
鉄
道
は
、
諫
早
駅
と
島
原

港
駅
と
を
結
び
、
途
中
の
多
比
良
駅
で

は
、
熊
本
県
長
洲
港
へ
の
フ
ェ
リ
ー
、
島

原
港
駅
で
は
熊
本
港
へ
の
フ
ェ
リ
ー
へ
接

続
し
、
島
原
地
区
か
ら
県
央
地
域
、
県
外

へ
移
動
す
る
際
の
重
要
な
交
通
機
関
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
、
運

行
を
開
始
し
、
今
で
は
定
期
運
行
し
て
い

る
「
し
ま
て
つ
カ
フ
ェ
ト
レ
イ
ン
」
は
、

列
車
の
旅
を
楽
し
み
な
が
ら
、
島
原
半
島

の
グ
ル
メ
や
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
浦
鉄
道
は
、
佐
世
保
駅
を
起

点
と
し
、
佐
々
町
・
平
戸
市
・
松
浦
市
を

経
由
し
て
佐
賀
県
有
田
駅
に
至
る
県
北
地

域
の
基
幹
公
共
交
通
機
関
と
な
っ
て
い
ま

す
。
利
用
促
進
の
取
組
と
し
て
、
ビ
ー
ル

列
車
等
の
企
画
列
車
を
運
行
す
る
ほ
か
、

沿
線
の
名
所
、
旧
跡
等
の
見
ど
こ
ろ
や
食

事
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
沿
線
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
（「
松
鉄
新
旅
」）
を
作
成
す
る

な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た
取
組
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

ヴィーナス２

松浦鉄道　ビール列車
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長
崎
市
に
は
大
正
４
年
11
月
に
開
業
し

た
民
営
の
長
崎
電
気
軌
道
（
主
要
４
系
統

延
べ
21
・
１
㎞
、
39
停
留
所
）
が
運
行
さ

れ
、
１
日
当
た
り
約
４
万
１
千
人
が
利
用

し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
に
は
電
車
開
通

１
１
０
周
年
を
迎
え
、
長
い
間
市
民
の
足

と
し
て
、
ま
た
、
長
崎
を
訪
れ
た
観
光
客

の
観
光
地
め
ぐ
り
の
足
と
し
て
多
く
の
人

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
超
低
床
式
路
面
電
車
の
導

入
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
全
国
相
互
利
用
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
（
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
）
及
び
タ
ッ
チ
決
済

の
導
入
、
車
両
の
行
先
表
示
器
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
（
4
か
国
語
対
応
）
な
ど
、
利
用
者
の

利
便
性
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
は
、
大
量
輸
送
・
定
時
性
・
安
全

性
と
い
っ
た
特
性
に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
面
な
ど
、
環
境
に
や

さ
し
い
交
通
機
関
で
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
地
域
鉄
道
を
取
り
巻
く
環
境

が
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
や
少

子
高
齢
化
の
進
行
等
に
よ
っ
て
、
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
安
全
な
鉄
道

輸
送
確
保
に
必
要
な
鉄
道
施
設
の
整
備
に

対
し
、
国
と
と
も
に
県
や
沿
線
自
治
体
で

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
高
速
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
等
の
利
便
性
・
快
適
性
の
向
上
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
鉄
道
の
維
持
・

存
続
の
た
め
の
支
援
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
き
ま
す
。

③
人
材
確
保
対
策
・
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
支
援

　

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
の
交
通
事
業
者
や

ト
ラ
ッ
ク
運
送
を
行
う
物
流
事
業
者
に
お

い
て
は
、
運
転
士
不
足
が
年
々
深
刻
化
す

る
中
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
は
、
時
間
外

労
働
等
の
上
限
規
制
が
自
動
車
運
転
業
務

に
も
適
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
県
内
で

は
、
特
に
バ
ス
の
減
便
や
路
線
廃
止
が
加

速
す
る
な
ど
、
地
域
公
共
交
通
へ
の
影
響

が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
令
和
６
年
度
か

ら
国
や
関
係
業
界
団
体
等
と
連
携
し
た
合

同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年

度
か
ら
の
取
組
と
し
て
、
大
阪
及
び
東
京

で
開
催
さ
れ
た
バ
ス
運
転
士
就
職
イ
ベ
ン

ト
に
長
崎
県
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
交
通
事

業
者
等
と
連
携
し
な
が
ら
人
材
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
手
不
足
な
ど
厳
し
い
環
境
に

置
か
れ
る
交
通
事
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
（
Ｄ
Ｘ
）
に
よ
る
業

務
効
率
化
や
、
訪
日
外
国
人
の
受
け
入
れ

環
境
整
備
に
資
す
る
取
組
に
対
し
て
、
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
4�

）
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
に
つ

い
て

　

令
和
４
年
９
月
、
九
州
新
幹
線
西
九
州

ル
ー
ト
（
武
雄
温
泉
～
長
崎
）
は
、「
西

九
州
新
幹
線
」
と
い
う
路
線
名
で
開
業

し
、
本
年
で
開
業
３
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
九
州
の
発
表
に
よ
る
と
、
開
業

後
３
年
間
に
お
け
る
利
用
者
数
は
約
７
５

８
万
人
と
な
り
、
通
勤
・
通
学
定
期
券
を

活
用
し
た
日
常
的
な
利
用
も
浸
透
す
る
な

ど
、
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
佇
ま
い
も
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
長
崎
市
で
は
、
新
し
い
駅
ビ
ル
を
始

め
ヒ
ル
ト
ン
や
マ
リ
オ
ッ
ト
と
い
っ
た
外

資
系
ブ
ラ
ン
ド
の
ホ
テ
ル
の
開
業
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
・
ア
リ
ー
ナ
・
ホ
テ
ル
・
商
業
施

設
・
オ
フ
ィ
ス
か
ら
な
る
大
型
複
合
施
設

「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
」
が
民
間
資

本
で
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

諫
早
市
で
は
、
商
業
施
設
や
ホ
テ
ル
な

ど
を
併
設
す
る
駅
と
し
て
諫
早
駅
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
大
手
企
業
の
半
導
体

関
連
拠
点
や
大
型
商
業
施
設
の
立
地
が
相

次
い
で
お
り
ま
す
。
大
村
市
で
は
、
新
た

に
新
大
村
駅
が
整
備
さ
れ
た
ほ
か
、
駅
周

辺
に
は
、
商
業
施
設
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

設
さ
れ
る
な
ど
、
県
内
で
唯
一
人
口
が
増

加
し
て
い
る
自
治
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
西
九
州
新
幹
線
開
業
に
合
わ
せ

て
運
行
を
開
始
し
た
、
有
明
海
沿
岸
地
域

や
大
村
湾
沿
岸
地
域
を
巡
る
Ｄ
＆
Ｓ
列
車

「
ふ
た
つ
星
４
０
４
７
」
は
人
気
を
博
し

て
お
り
、
西
九
州
地
域
に
新
た
な
賑
わ
い

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

開
業
後
、
長
崎
県
で
は
、
新
幹
線
効
果

を
県
内
各
地
に
波
及
さ
せ
る
た
め
、
新
幹

線
の
利
用
と
離
島
地
域
な
ど
の
県
内
周
遊

を
組
み
入
れ
た
旅
行
商
品
の
造
成
や
、
島

原
鉄
道
な
ど
の
フ
リ
ー
切
符
の
広
報
に
対

す
る
支
援
の
ほ
か
、
民
間
事
業
者
や
各
市

町
と
連
携
し
た
沿
線
以
外
の
地
域
で
の
周

年
イ
ベ
ン
ト
や
県
内
の
小
学
生
以
下
の
子

供
た
ち
を
対
象
と
し
た
子
ど
も
向
け
無
料

乗
車
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
新
鳥
栖
～
武
雄
温
泉
間
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
８
月
に
、
与
党

に
お
い
て
、「
フ
ル
規
格
に
よ
る
整
備
が

適
当
」
と
の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
、
現

在
、
国
土
交
通
省
と
佐
賀
県
と
の
間
で
協

議
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
整
備

方
式
が
決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
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現
在
は
、
武
雄
温
泉
駅
で
同
一
ホ
ー
ム

の
両
側
で
新
幹
線
と
在
来
線
特
急
を
平
面

的
な
移
動
で
乗
換
が
可
能
な
対
面
乗
換
方

式
で
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
暫

定
的
な
も
の
で
あ
り
、
関
西
直
通
運
行
に

よ
り
全
国
の
新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
な
が
る
こ
と
が
西
九
州
ル
ー
ト
の
本

来
の
姿
で
す
。

　

長
崎
県
と
し
て
は
、
西
九
州
地
域
の
み

な
ら
ず
、
九
州
全
体
の
一
体
的
浮
揚
を
図

る
た
め
、
関
西
直
通
運
行
を
実
現
し
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め
と
し
た
交
流
人
口

を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
そ
の
実
現
を
図
る
手
法
と
し
て
、
全

線
を
フ
ル
規
格
で
整
備
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
市
町
や
関
係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
新
幹
線
効
果
の
拡
大
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
政
府
・
与
党
を
は
じ
め
関

係
者
に
対
し
て
議
論
の
進
展
や
課
題
の
解

決
に
つ
い
て
働
き
か
け
る
な
ど
、
西
九
州

地
域
全
体
の
発
展
に
資
す
る
全
線
フ
ル
規

格
で
の
整
備
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
５
）
道
路
の
現
状
に
つ
い
て

　

長
崎
県
の
道
路
は
、「
九
州
横
断
自
動

車
道
」、「
西
九
州
自
動
車
道
」、「
島
原
道

路
」、「
西
彼
杵
道
路
」、「
長
崎
南
北
幹
線

道
路
」、「
長
崎
南
環
状
線
」
な
ど
10
路
線

の
高
規
格
道
路
、
17
路
線
の
一
般
国
道
で

そ
の
骨
格
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
般
国
道
と
各
地
域
と
を
53

路
線
の
主
要
地
方
道
と
１
２
０
路
線
の
一

般
県
道
で
補
完
し
て
い
ま
す
。（
令
和
７

年
４
月
１
日
現
在
）

　

ま
た
、
長
崎
県
の
国
・
県
道
の
道
路
延

長
は
、
２
，６
６
８
㎞
で
あ
り
、
改
良
率

は
74
・
４
％
と
全
国
平
均
の
78
・
０
％
を

下
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。（
道
路
統
計

年
報
２
０
２
４
）

　
「
九
州
横
断
自
動
車
道
」
は
、
長
崎
イ

ン
タ
ー
か
ら
大
分
米
良
イ
ン
タ
ー
ま
で
の

全
線
が
４
車
線
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
西
九
州
自
動
車
道
」
の
全
体
延
長
は

約
１
４
０
㎞
で
、
こ
の
う
ち
県
内
延
長
は長崎県内の高規格道路（令和７年12月時点）
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60
・
２
㎞
で
す
。
現
在
、
国
に
お
い
て
松

浦
佐
々
道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
令
和
７
年
12
月
に
松
浦
イ
ン
タ
ー
か

ら
平
戸
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
７
・
５
㎞
が
開

通
す
る
こ
と
で
、
県
内
の
供
用
延
長
は

48
・
６
㎞
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
７

年
３
月
に
佐
々
イ
ン
タ
ー
か
ら
佐
世
保
中

央
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
４
車
線
化
工
事
が
完

成
し
、
現
在
、
佐
世
保
中
央
イ
ン
タ
ー

か
ら
佐
世
保
大
塔
イ
ン
タ
ー
、
武
雄
南

イ
ン
タ
ー
か
ら
波
佐
見
有
田
イ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
４
車
線
化
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
島
原
道
路
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
延
長
約
50
㎞
の
う
ち
、
25
・
１
㎞
が

供
用
し
、
現
在
、
国
に
お
い
て
、
森
山
拡

幅
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
県
で

は
、
出
平
有
明
バ
イ
パ
ス
、
有
明
瑞
穂
バ

イ
パ
ス
、
瑞
穂
吾
妻
バ
イ
パ
ス
の
整
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
西
彼
杵
道
路
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
延
長
約
46
㎞
の
う
ち
17
・
６
㎞
が

供
用
し
、
現
在
、
県
に
お
い
て
大
串
白

似
田
バ
イ
パ
ス
の
整
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

県
で
は
、
こ
の
ほ
か
、「
長
崎
南
北
幹

線
道
路
」
の
茂
里
町
～
滑
石
工
区
、「
長

崎
南
環
状
線
」
の
新
戸
町
～
江
川
町
工
区

の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
高
規
格
道
路
の
重
点
的
な
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
県
民
生
活
に
密

着
し
た
道
路
の
整
備
・
維
持
管
理
を
計
画

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

３　

長
崎
県
の
観
光
に
つ
い
て

①　

概
況

　

長
崎
県
は
日
本
本
土
の
最
西
端
に
位
置

し
、
変
化
に
富
ん
だ
美
し
い
自
然
、
古
く

か
ら
海
外
と
の
交
流
の
窓
口
と
し
て
栄
え

た
独
自
の
歴
史
文
化
、
県
の
総
面
積
の

45
・
１
％
（
無
人
島
を
含
む
）
を
も
占
め

る
個
性
的
な
離
島
の
数
々
、
全
国
２
位
の

長
さ
を
誇
る
海
岸
線
に
面
し
た
広
大
な
海

域
か
ら
の
豊
か
な
海
洋
資
源
な
ど
魅
力
的

な
観
光
資
源
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
７
月
に
は
「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産　

製
鉄
・
製
鋼
、
造

船
、
石
炭
産
業
」
が
、
平
成
30
年
７
月
に

は
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
関
連
遺
産
」
が
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
、
複
数
の
世
界
遺
産
を
有
す

る
全
国
的
に
も
稀
な
県
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

長
崎
県
の
観
光
客
の
動
向
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
延
べ
宿
泊
客

数
は
大
幅
に
減
少
に
転
じ
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
、
４
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

は
あ
っ
た
も
の
の
前
年
に
比
べ
増
加
し
、

令
和
５
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、
石炭産業の構成資産のひとつ「端島炭鉱」

「世界新三大夜景」に認定された長崎の夜景

西彼杵道路　時津工区
（令和5年2月18日開通）

島原道路　長野～栗面工区
（令和4年5月21日開通）
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染
症
の
５
類
感
染
症
移
行
や
、
全
国
旅
行

支
援
の
効
果
、
各
地
区
で
中
止
と
な
っ
て

い
た
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
な
ど
に
よ
り
延
べ

宿
泊
客
数
は
さ
ら
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
は
新
規
ホ
テ
ル
や
大
型
複
合

施
設
「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
」
の
開

業
、
北
部
九
州
総
体
や
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ

ス
タ
ー
ズ
の
開
催
、
国
際
航
空
路
線
や
国

際
航
路
の
再
開
に
よ
る
外
国
人
観
光
客
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
延
べ
宿
泊
客
数
は
令

和
３
年
か
ら
４
年
連
続
で
増
加
し
、
７
４

８
万
人
と
な
り
ま
し
た
。

②　

観
光
振
興
の
取
組
状
況
と
課
題

　

長
崎
県
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
７
年

度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
観

光
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し
、「
感
動
あ

ふ
れ
る
長
崎
県
」
を
目
指
し
て
、「
滞
在

型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
等
に
よ
る
観

光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」「
訪
れ
る
人
に

期
待
以
上
の
満
足
を
感
じ
さ
せ
る
「
お
も

て
な
し
」
力
の
向
上
」「
安
全
・
安
心
対

策
や
観
光
産
業
の
高
付
加
価
値
化
の
推

進
」「
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
応
じ
た
訴
求
力
の
あ
る
情
報
発
信
と
周

遊
観
光
の
促
進
」「
環
境
変
化
や
市
場
動

向
を
踏
ま
え
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
推

進
」
と
い
う
５
つ
の
柱
の
も
と
、
多
様
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
映
画
や
ド
ラ

マ
の
ロ
ケ
地
誘
致
の
進
展
や
国
際
航
空
路

線
の
再
開
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
入
港
拡
大
な

ど
各
分
野
で
成
果
が
見
ら
れ
、
令
和
６
年

の
観
光
消
費
額
は
４
，５
８
７
億
円
と
過

去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
「
点
」

か
ら
「
面
」
へ
の
転
換
や
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
個
人

旅
行
）
向
け
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
加

え
、
観
光
産
業
で
は
人
材
の
確
保
・
育
成

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
外
国
人

や
シ
ニ
ア
層
な
ど
多
様
な
人
材
の
参
画
、

長
く
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り
、
業
務
効

率
化
、
稼
ぐ
力
を
高
め
る
観
光
振
興
体
制

の
構
築
な
ど
、
次
期
計
画
に
向
け
て
解
決

す
べ
き
課
題
も
残
っ
て
い
ま
す
。

③　

こ
れ
か
ら
の
取
組

　

現
在
、
令
和
８
年
度
か
ら
12
年
度
ま
で

の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
次
期
観
光

振
興
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、

本
県
観
光
の
将
来
像
を
「
観
光
客
の
心
を

つ
か
み
、
選
ば
れ
る
観
光
立
県
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
～
歴
史
と
文
化
を
未
来
へ
つ
な

ぎ
、
世
界
と
心
を
結
ぶ
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

地
域
へ
～
」
と
し
、
観
光
客
に
期
待
を
上

回
る
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
で
地
域
経
済

を
活
性
化
し
、
選
ば
れ
続
け
る
観
光
地
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
計
画
で
は
、
住
む
人
・
働
く
人
・

訪
れ
る
人
の
「
三
方
よ
し
」
の
理
念
を
軸

に
、
観
光
産
業
の
稼
ぐ
力
を
強
化
し
な
が

ら
持
続
可
能
な
観
光
を
推
進
し
、
あ
わ
せ

て
「
量
」
だ
け
で
な
く
「
質
」
に
も
重
点

を
置
き
、
観
光
客
・
従
業
員
・
県
民
の
満

足
度
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
の
５
つ
の
柱
と
し
て
、「
国

内
外
か
ら
選
ば
れ
る
こ
だ
わ
り
の
旅
の
創

出
」「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
さ
る
戦
略
的
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
」「
長
期
滞
在
に

つ
な
が
る
広
域
周
遊
の
推
進
」「
稼
げ
る

観
光
に
つ
な
げ
る
産
業
基
盤
の
強
化
」

「
持
続
可
能
な
観
光
を
推
進
し
て
い
く
体

制
の
確
立
」
を
掲
げ
、
重
点
誘
客
戦
略
で

は
首
都
圏
・
関
西
・
福
岡
エ
リ
ア
か
ら
の

誘
客
や
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
明
確
化
し
、
広
域
周
遊
で
は
「
歴
史
文

化
」「
食
」「
自
然
」
な
ど
の
共
通
テ
ー
マ

を
軸
に
、
観
光
拠
点
と
周
辺
地
域
の
連
携

や
交
通
ア
ク
セ
ス
を
組
み
合
わ
せ
、
広
域

的
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
と
周
遊
ル
ー

ト
の
開
発
を
進
め
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
観
光
消
費

額
と
地
域
経
済
の
活
性
化
の
さ
ら
な
る
向

上
を
実
現
し
、
選
ば
れ
る
観
光
立
県
長
崎

の
確
立
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
入
拡
大

　

国
内
人
口
の
急
速
な
減
少
と
少
子
高
齢

化
が
見
込
ま
れ
る
中
、
国
の
観
光
立
国
推

進
基
本
計
画
に
お
い
て
地
方
誘
客
促
進
が

謳
わ
れ
る
な
ど
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
入

拡
大
は
ま
す
ま
す
重
要
な
施
策
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

長
崎
県
で
は
、
様
々
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
受
入
環
境
整
備
と
し
て
、
飲
食

店
に
お
け
る
メ
ニ
ュ
ー
の
多
言
語
化
や

長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産の構成資産の
ひとつ「大浦天主堂」
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
促
進
、
多

言
語
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
通
訳
ガ

イ
ド
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
ほ
か
、
本
県
の
観
光
資
源
の
中

で
、「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
関
連
遺
産
」
を
は
じ
め
と
し
た
、
本

県
な
ら
で
は
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
や
食
の

魅
力
な
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
訴
求
す
る
素

材
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
市
町

や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
交
流
の
歴
史
を
有
す

る
東
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
、
訪
日
旅
行
市
場

が
拡
大
し
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
や
高
付
加

価
値
市
場
で
あ
る
欧
米
豪
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
現
地
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
い
、
本

県
の
観
光
地
と
し
て
の
認
知
度
向
上
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
行
う
こ
と
で
、
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
、
令
和
６
年
の
観
光
庁

「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
」
に
お
け
る
外
国

人
延
べ
宿
泊
者
数
は
、
約
64
万
人
泊
と
、

前
年
令
和
５
年
比
で
約
１
３
９
％
と
順

調
に
回
復
し
て
お
り
ま
す
が
、
全
国
の

都
市
部
や
九
州
平
均
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
実

績
を
超
え
る
中
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
令
和
元

年
比
で
は
、
約
85
％
の
回
復
に
留
ま
っ
て

お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

個
人
旅
行
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
化
が
一
層
進
展
す

る
と
も
に
、
旅
行
手
配
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

ま
す
ま
す
進
展
す
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
に
加
え
、
海
外
Ｏ
Ｔ
Ａ
等
を
活
用
し
た

戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
本
県
の
さ
ら
な
る
観
光
地
と

し
て
の
認
知
度
向
上
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘

客
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
ク
ル
ー
ズ
振
興
の
取
組

　

長
崎
県
で
は
、
昭
和
33
年
に
長
崎
港
で

初
め
て
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
を
受
け
入
れ
て

以
来
、
寄
港
拡
大
を
目
指
し
た
取
組
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
４
月
に
は
、
県
・
関
係
市
・

商
工
関
係
者
等
で
構
成
す
る
「
長
崎
県

ク
ル
ー
ズ
振
興
協
議
会
」（
ク
ル
ー
ズ
な

が
さ
き
）
を
設
立
し
、
現
在
で
は
、
長

崎
港
や
佐
世
保
港
の
ほ
か
、
離
島
港
な

ど
、
県
内
８
つ
の
市
町
の
港
へ
の
誘
致

と
各
港
の
受
入
体
制
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

本
県
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
数
は
、

令
和
５
年
３
月
の
国
際
ク
ル
ー
ズ
受
入
再

開
以
降
、
順
調
に
回
復
し
て
お
り
、
令
和

６
年
に
は
２
４
７
回
、
令
和
７
年
も
３

０
０
回
を
超
え
る
寄
港
が
見
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

　

長
崎
港
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
の
寄

港
数
は
１
６
０
回
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
平
成
29
年
の
２
６
７
回
と
比
較
す
る
と

約
６
割
の
回
復
に
留
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
世
保
港
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
６
月
に
18
万
ト
ン
級
の
ク
ル
ー
ズ
客

船
が
着
岸
可
能
な
浦
頭
地
区
の
埠
頭
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
ク
ル
ー
ズ
客
船
が
初
寄
港

す
る
な
ど
、
寄
港
数
は
着
実
に
増
加
し
て

お
り
、
令
和
７
年
の
佐
世
保
港
の
寄
港
数

は
過
去
最
多
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

離
島
港
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
後
の

日
本
国
内
で
の
小
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

寄
港
の
増
加
を
背
景
に
、
令
和
７
年
は
、

過
去
最
多
と
な
る
寄
港
数
が
見
込
ま
れ

る
な
ど
、
着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
今

後
も
誘
致
活
動
等
に
よ
り
、
安
定
的
な

寄
港
数
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
半
島
地
域
に
つ
い
て
も
、
離

島
港
同
様
に
小
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
需
要

を
取
り
込
む
こ
と
を
目
指
し
、
令
和
７
年

に
、
ク
ル
ー
ズ
振
興
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
な
ど
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
受
入
に
向
け

た
機
運
醸
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
寄
港
拡
大
に
向
け
た
誘
致
活
動

や
、
寄
港
地
か
ら
の
広
域
周
遊
や
県
産
品

の
販
売
促
進
、
県
内
に
宿
泊
を
伴
う
ク

ル
ー
ズ
商
品
の
造
成
を
働
き
か
け
る
な

ど
、
経
済
的
な
効
果
を
高
め
る
取
組
を
推

進
し
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
寄
港
の
効
果
の
最

大
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

長崎港に寄港するクルーズ客船
「ダイヤモンド・プリンセス」
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地域を支える長崎の港と空港

九州地方整備局　長崎港湾・空港整備事務所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
長
崎
港
や
佐
世
保
港
は
、
東
ア

ジ
ア
の
各
都
市
に
近
く
、
国
際
ク
ル
ー
ズ

の
行
程
上
、
地
理
的
な
優
位
性
（
フ
ァ
ー

ス
ト
ポ
ー
ト
、
ラ
ス
ト
ポ
ー
ト
）
が
あ

り
、
背
後
に
豊
富
な
観
光
資
源
を
有
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
当
事
務
所
で
は
、

近
年
、
旺
盛
な
ア
ジ
ア
や
欧
米
の
ク
ル
ー

ズ
需
要
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
果
実
）
を
確

実
に
取
り
込
む
た
め
、
長
崎
港
や
佐
世
保

港
に
お
い
て
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に
対
応

し
た
岸
壁
等
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

■
当
事
務
所
の
紹
介

　

当
事
務
所
が
管
轄
す
る
長
崎
県
は
、
全

国
第
２
位
と
な
る
82
の
港
湾
数
（
56
条
港

湾
除
く
）
及
び
海
岸
線
延
長
、
全
国
最
多

の
離
島
を
有
し
、
港
と
空
港
は
、
地
域
の

暮
ら
し
や
経
済
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

当
事
務
所
は
、
管
轄
区
域
内
に
国
境
離

島
（
壱
岐
、
対
馬
、
五
島
）
を
有
し
、
長

崎
港
、
佐
世
保
港
、
厳
原
（
い
づ
は
ら
）

港
、
長
崎
空
港
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
は
じ

め
、
平
戸
瀬
戸
航
路
、
蟐
蛾
ノ
瀬
戸

（
じ
ょ
う
が
の
せ
と
）
航
路
、
万
関
瀬
戸

航
路
の
保
全
や
管
理
な
ど
幅
広
く
担
当
し

て
お
り
、
港
湾
や
空
港
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
通
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
享
受
、
地

域
の
活
性
化
、
国
土
強
靱
化
、
老
朽
化
対

策
、
気
候
変
動
対
策
な
ど
、
長
崎
の
更
な

る
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
真
摯
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
時
代
と
と
も
に

変
化
す
る
国
境
離
島
の
港
湾
が
担
う
べ
き

役
割
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
方
々
と
連
携

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
管
内
の
特
徴

　

長
崎
県
は
九
州
の
西
北
部
に
位
置
し
、

国
内
外
の
海
上
輸
送
網
の
拠
点
と
な
る
重

要
港
湾
（
長
崎
港
、
佐
世
保
港
、
郷
ノ
浦

港
、
厳
原
港
、
福
江
港
）
や
地
域
の
海
上

輸
送
を
担
う
地
方
港
湾
な
ど
を
有
し
、
長

崎
県
内
に
点
在
す
る
港
は
、
ま
ち
の
中
核

で
は
、
現
在
、
当
事
務
所
が
直
轄
事
業
を

展
開
す
る
主
要
な
港
と
空
港
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

■
長
崎
港

　

長
崎
港
は
、
鎖
国
時
代
、
日
本
で
唯
一

の
海
外
の
玄
関
口
と
し
て
、
産
業
や
文
化

の
受
け
入
れ
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
は
基
幹
産
業
で

あ
る
造
船
業
の
礎
が
築
か
れ
、
近
年
で
は

国
内
有
数
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
地
と
し

て
着
実
に
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
に
は
開
港
４
５
０
周
年
を
迎

え
、
今
後
も
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
た

東
ア
ジ
ア
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
崎
県
内
唯

一
の
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
は
じ

め
、
物
流
効
率
化
と
渋
滞
緩
和
を
目
的
と

し
た
女
神
大
橋
や
離
島
の
生
活
や
経
済
を

支
え
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
有
す
る
な
ど
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
当
事
務

所
で
は
、
今
後
も
更
な
る
発
展
を
目
指

し
て
港
湾
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
長
崎
港
で
は
、
長
崎
港
松
が
枝

地
区
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、
ク
ル
ー
ズ
船

の
受
け
入
れ
「
お
断
り
ゼ
ロ
」
を
目
指

し
、
16
万
ト
ン
級
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が

２
隻
同
時
接
岸
で
き
る
よ
う
、
岸
壁
を
２

バ
ー
ス
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
２
０
２
０

管内図
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現
在
、
佐
世
保
港
で
は
、
畜
産
飼
料

や
石
炭
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
る
前
畑

地
区
に
お
い
て
、
港
湾
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
利
用
制
限
や
非
効
率
作
業
を
解

消
す
る
た
め
、
既
設
岸
壁
の
改
良
を
進

め
て
い
ま
す
。

■
厳
原
港

　

厳
原
港
は
、
九
州
の
北
西
、
博
多
港
か

ら
約
１
４
０
㎞
、
九
州
と
朝
鮮
半
島
の
中

間
に
あ
る
対
馬
の
南
東
部
に
位
置
し
、
古

　

近
年
は
佐
世
保
駅
に
隣
接
し
離
島
航
路

が
発
着
す
る
三
浦
地
区
で
国
際
タ
ー
ミ
ナ

ル
や
緑
地
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
賑
わ
い

拠
点
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
平
成
29
年
７
月
に
は
国
際
旅
客
船

拠
点
形
成
港
湾
に
指
定
さ
れ
、
浦
頭
及
び

三
浦
地
区
に
お
い
て
、
更
な
る
港
の
賑
わ

い
と
国
際
交
流
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
事
務
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、

国
内
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
、
令
和
２
年
に

完
成
し
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
令
和
６
年
に
供

用
開
始
し
た
浦
頭
地
区
の
国
際
ク
ル
ー
ズ

拠
点
な
ど
、
主
要
な
港
湾
施
設
を
整
備

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
港
湾
施
設
の

老
朽
化
対
策
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

来
よ
り
中
国
や
朝
鮮
と
の
交
易
港
と
し
て

栄
え
て
き
ま
し
た
。
令
和
２
年
に
は
こ
れ

ま
で
混
雑
し
て
い
た
物
流
・
人
流
機
能
を

分
離
さ
せ
、
対
馬
の
暮
ら
し
を
支
え
る
人

流
・
物
流
の
拠
点
と
し
て
、
国
際
定
期
航

路
（
対
韓
国
）
の
基
地
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
当
事
務
所
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
、
離
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の

主
要
な
港
湾
施
設
を
整
備
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
港
湾
施
設
の
老
朽
化
対
策
な

ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
厳
原
港
で
は
、
近
年
の
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
台
風
や
高
波
、
更
に
港

湾
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
策
の
た
め
、
既

設
防
波
堤
の
改
良
を
進
め
て
い
ま
す
。

年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
直

轄
で
は
延
長
４
１
０
ｍ
水
深
12
ｍ
を
有
す

る
岸
壁
な
ど
の
主
要
な
港
湾
施
設
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

■
佐
世
保
港

　

佐
世
保
港
は
、
明
治
22
年
に
鎮
守
府

（
ち
ん
じ
ゅ
ふ
）
が
開
庁
さ
れ
、
軍
港
と
し

て
発
展
し
ま
し
た
。
戦
後
は
、
米
軍
基
地

が
置
か
れ
、
港
内
の
利
用
が
制
限
さ
れ
る

中
、
造
船
業
や
重
工
業
を
中
心
と
し
た
生

産
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
穀
物
や
石
炭
な

ど
の
輸
入
貨
物
を
受
け
入
れ
る
物
流
拠
点

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。 長崎港　松が枝地区　旅客船ターミナル整備

佐世保港　浦頭地区　国際クルーズ拠点

佐世保港　前畑地区　岸壁改良

厳原港　厳原地区　防波堤（北）改良
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浦
港
西
方
に
位
置
し
、
博
多
方
面
よ
り
対

馬
方
面
等
へ
至
る
近
道
と
し
て
、
フ
ェ

リ
ー
等
の
主
要
な
航
路
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
51
年
か
ら
航
路
整
備
に
着
手

し
、
蟐
蛾
島
の
半
分
を
取
り
除
き
、
平
成

元
年
に
水
深
マ
イ
ナ
ス
６
ｍ
、
幅
員
２
０

０
ｍ
の
航
路
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。
近

年
、
蟐
蛾
島
法
面
の
老
朽
化
が
著
し
か
っ

た
た
め
、
令
和
元
年
度
か
ら
法
面
保
護

対
策
に
着
手
し
、
令
和
５
年
度
に
完
了

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
の
開
発
保
全
航
路
で

は
、
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
や
深
浅
測
量

を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
保
全
や
管
理

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
洋
上
風
力
発
電

　

長
崎
県
の
「
五
島
市
沖
」
と
「
西
海
市

　

現
在
、
長
崎
空
港
で
は
、
航
空
機
の
オ
ー

バ
ー
ラ
ン
や
ア
ン
ダ
ー
シ
ュ
ー
ト
か
ら
人

命
を
守
り
機
体
の
損
傷
を
軽
減
さ
せ
る
た

め
、
滑
走
路
端
安
全
区
域
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
）

に
係
る
用
地
造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
開
発
保
全
航
路

　

当
事
務
所
は
、
全
国
15
の
開
発
保
全
航

路
の
う
ち
、
平
戸
瀬
戸
航
路
、
蟐
蛾
ノ
瀬

戸
（
じ
ょ
う
が
の
せ
と
）
航
路
、
万
関
瀬

戸
航
路
の
３
箇
所
を
所
管
し
て
い
ま
す
。

　

平
戸
瀬
戸
航
路
は
、
平
戸
市
に
あ
り
、

九
州
本
土
北
西
端
と
平
戸
島
の
間
に
位
置

し
、
九
州
西
部
を
結
ぶ
最
短
ル
ー
ト
と
し

て
古
く
か
ら
海
上
交
通
の
要
路
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
通
航

す
る
船
舶
の
大
型
化
・
多
様
化
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
元
年
度
か
ら
航
路
整
備
に

着
手
、
平
成
25
年
度
に
水
深
マ
イ
ナ
ス

10
・
５
ｍ
、
幅
員
３
２
０
ｍ
の
航
路
と
し

て
完
成
し
ま
し
た
。

　

万
関
瀬
戸
航
路
は
、
対
馬
市
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
対
馬
東
西
岸
を
往
来
す
る

漁
船
や
小
型
貨
物
船
等
の
航
路
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
万
関
瀬

戸
航
路
は
旧
海
軍
が
明
治
33
年
に
開
削
し

て
で
き
た
も
の
で
、
昭
和
45
年
か
ら
拡
幅

整
備
に
着
手
し
、
昭
和
50
年
に
水
深
マ
イ

ナ
ス
４
・
５
ｍ
、
幅
員
40
ｍ
の
航
路
と
し

て
完
成
し
ま
し
た
。

　

蟐
蛾
ノ
瀬
戸
航
路
は
、
壱
岐
市
の
郷
ノ

江
島
沖
」
は
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
洋

上
風
力
発
電
施
設
を
優
先
的
に
整
備
す
る

「
促
進
区
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
事
務
所
で
は
、
こ
の
「
促
進
区
域
」

を
管
理
し
て
お
り
、
同
海
域
が
適
正
に

利
用
、
保
全
さ
れ
、
持
続
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、

定
期
的
に
海
域
の
巡
視
業
務
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　

今
後
も
、
港
湾
や
空
港
の
整
備
、
開
発

保
全
航
路
や
洋
上
風
力
発
電
事
業
促
進
区

域
の
管
理
、
保
全
を
通
じ
て
、
地
域
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
事
務
所
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
長
崎
空
港

　

長
崎
空
港
は
、
世
界
初
の
本
格
的
な
海

上
空
港
と
し
て
昭
和
50
年
５
月
に
供
用
開

始
さ
れ
、
令
和
７
年
に
は
開
港
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
東
京
や
大
阪
、
県

内
離
島
を
中
心
と
し
た
国
内
９
路
線
に
加

え
、
上
海
、
香
港
（
現
在
、
運
休
中
）、

ソ
ウ
ル
の
海
外
３
路
線
も
就
航
し
て
い
ま

す
。
当
事
務
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
滑

走
路
や
エ
プ
ロ
ン
な
ど
の
空
港
内
の
主
要

な
土
木
施
設
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
空
港
施
設
の
安
全
対
策
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

長崎空港　滑走路端安全区域（ＲＥＳＡ）　用地造成

蟐蛾ノ瀬戸航路　法面保護対策

五島市沖　促進区域巡視
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第
66
回
　
九
州
運
輸
コ
ロ
キ
ア
ム

　

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。

　

福
岡
出
入
国
在
留
管
理
局
の
佐
藤
と
申

し
ま
す
。

　

私
が
就
職
す
る
20
数
年
前
は
就
職
難

で
、
今
の
人
手
不
足
が
想
像
も
つ
か
な
い

よ
う
な
時
代
で
し
た
。

　

本
日
は
、
特
定
技
能
制
度
の
概
要
及
び

運
用
状
況
な
ど
の
お
話
を
致
し
ま
す
。

１
．
在
留
外
国
人
数
・
在
留
資
格

　

日
本
で
生
活
し
て
い
る
外
国
人
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は

減
少
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い

て
き
た
令
和
４
年
末
時
点
で
約
３
０
７
万

人
、
そ
こ
か
ら
は
増
加
の
一
途
と
な
り
令

和
６
年
末
時
点
で
約
３
７
６
万
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
近
年
街
中
で
も
多
く
の
外

国
人
を
見
か
け
ま
す
が
、
こ
の
増
加
率

を
見
る
と
納
得
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
中
で
外
国
人
労
働
者
は
約
２
３
０

万
人
い
ま
す
。

　

通
常
外
国
人
が
日
本
に
入
国
し
た
り
生

活
す
る
際
に
は
、
そ
の
目
的
に
応
じ
た
在

留
資
格
と
い
う
も
の
が
許
可
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
観
光
の
た
め
に
日
本
に
入
国
す

る
外
国
人
は
短
期
滞
在
、
大
学
、
専
門
学

校
な
ど
に
通
う
学
生
は
留
学
と
い
う
在
留

資
格
と
な
り
ま
す
。
こ
の
短
期
滞
在
や
留

学
な
ど
で
は
就
労
は
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
資
格
外
活
動
許
可
を
受
け
た

場
合
は
一
定
範
囲
内
で
の
就
労
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

　

外
国
人
が
日
本
で
生
活
し
、
就
労
す
る

た
め
に
は
在
留
資
格
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
就
労
ビ
ザ
と
呼
ば
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
働
く
た
め
の
在
留
資
格
と

い
っ
て
も
、
単
に
働
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
具
体
的
な
話
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

当
て
は
ま
る
在
留
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

外
国
人
が
日
本
で
働
く
た
め
に
は
職
業
や

職
種
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
在
留
資

格
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
大
学
の
講
師
で
あ
れ
ば
教
授
と

い
う
在
留
資
格
、
医
師
や
看
護
師
で
あ
れ

ば
医
療
と
い
う
在
留
資
格
、
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
で
あ
れ
ば
興
行
と
い
う
在
留
資
格

等
々
。
日
本
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人

は
、
こ
れ
ら
の
在
留
資
格
を
許
可
さ
れ
働

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
身
分
・
地
位
に
基
づ
く
在
留
資

格
が
あ
り
ま
す
。
永
住
許
可
を
受
け
た

方
、
日
本
人
の
配
偶
者
な
ど
、
入
管
で
は

居
住
資
格
と
呼
ん
で
い
る
も
の
で
、
就
労

を
含
め
活
動
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当

然
様
々
な
法
律
等
を
遵
守
し
た
上
で
の
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
居
住
資
格
以
外
の
在
留
資
格
を
活

動
資
格
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
中
に
特
定
活
動
と
い
う
在
留
資
格

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
在
留
資
格
の
活
動
内

容
は
、
法
務
大
臣
が
個
々
の
外
国
人
の
方

に
指
定
す
る
活
動
と
な
り
ま
す
。
例
と
し

て
、
外
交
官
等
の
家
事
使
用
人
、
ワ
ー
キ

ン
グ
ホ
リ
デ
ー
や
特
定
自
動
車
運
送
業
準

備
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

在
留
外
国
人
の
在
留
資
格
、
国
籍
・
地

域
別
の
内
訳
で
す
。

　

令
和
６
年
末
時
点
に
お
い
て
、
在
留
資

格
別
で
は
永
住
者
が
約
91
万
人
、
技
能
実

日　時　　令和７年 8 月 29 日（金）
場　所　　オリエンタルホテル福岡　博多ステーション

主　催　　（公財） 九州運輸振興センター
後　援　　ＪＲ九州　西日本鉄道㈱
助　成　　日本財団

 佐　藤　聖　樹

出入国在留管理庁　福岡出入国在留管理局
就労・永住審査部門統括審査官

特定技能制度について
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
山
﨑
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

１
．
導
入
の
背
景
に
つ
い
て

　

貨
物
自
動
車
運
転
手
の
有
効
求
人
倍
率

が
２
・
37
倍
と
な
っ
て
い
て
、
募
集
し
て

も
半
分
も
応
募
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
厳

し
い
状
況
で
す
。
全
職
業
を
み
る
と
１
・

14
倍
で
貨
物
自
動
車
運
転
手
人
材
確
保
が

２
倍
以
上
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
年
齢
階
級
別
就
業
者

構
成
比
で
は
、
令
和
５
年
度
で
半
数
以
上

が
50
代
以
上
と
い
う
状
況
で
、
年
々
若
い

世
代
の
構
成
比
は
減
少
し
、
将
来
の
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
を
支
え
る
人
材
確
保
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
の
労
働
力
人
口
の
推
移
で
す

が
、
労
働
力
人
口
と
就
業
者
数
と
も
に
若

干
の
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
や
、
女
性
の
社

会
進
出
増
加
が
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
一
時
的
な
こ
と
で
い
ず
れ
限
界
が
来

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
、
い
わ
ゆ
る
生

産
年
齢
人
口
で
は
確
実
に
減
少
傾
向
と

な
っ
て
い
て
、
今
後
も
少
子
化
が
進
み
、

生
産
年
齢
人
口
の
改
善
は
難
し
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
を
鑑
み
て

も
、
我
が
国
に
お
い

て
労
働
力
確
保
は
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
例
と
し
て
大
型

自
動
車
の
運
転
免
許

保
有
者
数
の
推
移
を

み
て
み
る
と
、
２
０

０
２
年
末
で
４
３
１

万
人
だ
っ
た
も
の

が
、
２
０
２
２
年
末

で
は
４
０
８
万
人
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（
資
料
１
）
注
目
す

べ
き
は
保
有
者
の
年

代
構
成
で
、
20
代
30

代
の
若
年
層
が
大
き

く
減
っ
て
60
代
の
熟

年
者
の
割
合
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
将
来
を
担

う
若
い
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
確
保
が
益
々

厳
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

業
界
の
年
齢
構
成
や
有
効
求
人
倍
率
、

我
が
国
の
生
産
年
齢
人
口
、
大
型
免
許
の

保
有
者
の
推
移
か
ら
若
い
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
を
日
本
人
だ
け
に
求
め
る
の

で
は
な
く
、
外
国
人
材
の
活
用
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
７
月
、
人
材
確
保
が
深
刻

な
状
況
と
な
る
中
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
は
特
定
技
能
制
度
の
活
用
を
政
府
に
要

望
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
３
月
に
「
自
動
車
運
送
業

分
野
」
の
追
加
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
同
年

日　時　　令和７年 8 月 29 日（金）
場　所　　オリエンタルホテル福岡　博多ステーション

主　催　　（公財） 九州運輸振興センター
後　援　　ＪＲ九州　西日本鉄道㈱
助　成　　日本財団

山　﨑　　　寛
（公社）全日本トラック協会　常務理事

特定技能外国人ドライバーについて

資料1
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西
鉄
ホ
テ
ル
ズ
の
河
原
と
申
し
ま
す
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

弊
社
は
国
内
18
か
所 

海
外
５
か
所
で
、

フ
ル
サ
ー
ビ
ス
ホ
テ
ル
・
都
心
型
ホ
テ

ル
・
コ
ン
セ
プ
ト
型
ホ
テ
ル
・
宿
泊
特
化

型
ホ
テ
ル
の
４
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
本
日
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

・
所
属
外
国
籍
社
員

　

現
在
の
外
国
籍
社
員
数
に
つ
い
て
は
８

９
２
人
中
76
名
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
国

籍
は
13
ヶ
国
、
ネ
パ
ー
ル
が
一
番
多
く
38

名
、
韓
国
６
名
、
ベ
ト
ナ
ム
６
名
、
あ
と

は
中
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
で
す
。
特

定
技
能
１
号
に
つ
い
て
は
１
名
在
籍
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
後
程
詳
し
く
説

明
し
ま
す
。

・
外
国
籍
社
員
管
理
の
変
遷

　

２
０
１
５
年
頃
か
ら
徐
々
に
増
え
、
20

年
21
年
頃
、
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
た
頃
か
ら

さ
ら
に
増
加
、
現
在
76
名
と
な
り
ま
し

た
。
26
年
４
月
時
点
で
１
０
０
名
に
到
達

す
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
海
外
サ
ポ
ー
ト
部
を
社
内

に
設
置
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
理
由
の
一

つ
に
、
コ
ロ
ナ
発
生

時
に
外
国
籍
社
員
や

海
外
ホ
テ
ル
に
勤
務

す
る
駐
在
員
に
大
き

な
不
安
を
感
じ
さ
せ

た
こ
と
で
す
。（
資

料
１
）

　

ま
た
、
今
後
、
お

客
様
も
従
業
員
も
海

外
か
ら
の
方
達
が
増

え
る
の
は
間
違
い
な

い
と
い
う
判
断
も

あ
っ
て
、
海
外
サ

ポ
ー
ト
の
専
門
チ
ー

ム
を
創
設
し
ま
し

た
。

・�

外
国
籍
社
員
サ

ポ
ー
ト
体
制
構
築

　

海
外
サ
ポ
ー
ト
の

体
制
は
大
き
く
４
つ

を
柱
に
し
て
い
ま
す
。（
資
料
２
）

　

在
留
管
理
、
就
労
管
理
、
危
機
管
理
、

生
活
支
援
で
す
。

　

特
に
力
を
入
れ
た
の
は
危
機
管
理
で
、

外
国
籍
社
員
に
発
生
し
た
事
件
・
事
故
・

重
篤
な
疾
病
の
際
の
母
国
へ
の
連
絡
手
段

な
ど
に
つ
い
て
で
す
。

・
人
財
の
強
化
（
確
保
・
育
成
・
定
着
）

　

２
０
２
３
年
度
に
初
め
て
特
定
技
能
１

号
の
人
材
を
採
用
し
ま
し
た
が
、
こ
の
時

は
外
部
登
録
支
援
機
構
を
活
用
し
ま
し

た
。
２
０
２
４
年
度
に
は
、
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄
積
し
て
、
自
社
で
登
録
支
援
機
関

を
取
得
し
ま
し
た
。（
資
料
３
）
２
０
２

５
年
度
は
登
録
支
援
機
関
業
務
の
受
託
を

日　時　　令和７年 8 月 29 日（金）
場　所　　オリエンタルホテル福岡　博多ステーション

主　催　　（公財） 九州運輸振興センター
後　援　　ＪＲ九州　西日本鉄道㈱
助　成　　日本財団

河　原　政　志
（株）西鉄ホテルズ　ソリューション本部人財マネジメント部　部長

外国人材と共に働く

資料1
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西
鉄
エ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
木
津
と
い
い
ま

す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

西
鉄
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
中
で
空
港
ハ

ン
ド
リ
ン
グ
と
い
う
分
野
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
で
８
空
港
、
福
岡
県
で
は
北

九
州
、
福
岡
空
港
、
関
東
で
は
成
田
、
北

海
道
の
新
千
歳
で
旅
客
の
カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
、
飛
行
場
で
地
上
の
作
業
、
他
に
人
材

派
遣
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
定
技
能
登
録
支
援
機
関
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
年
の
６
月
に
登
録
を
終
え
て
い

ま
す
。

・
所
属
社
員

　

２
０
２
５
年
８
月
１
日
現
在
、
社
員
が

７
８
２
名
、
こ
の
内
、
外
国
籍
社
員
は
１

２
８
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
在
留

資
格
別
で
は
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業

務
１
１
４
名
で
旅
客
職
社
員
と
し
て
勤

務
、
ラ
ン
プ
職
員
の
特
定
技
能
１
号
が
６

名
、
そ
の
他
８
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
別
に
み
る
と
、
韓
国
57
名
、
台
湾
38

名
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
21
名
（
内
特
定
技
能

１
号
４
名
）、
そ
の
他
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ネ
パ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
社
員

を
採
用
し
て
い
ま
す
。（
資
料
１
）

・�

特
定
技
能
１
号
採
用

　

２
０
２
４
年
の
10
月
に
、
初
め
て
フ
ィ

リ
ピ
ン
籍
の
２
名
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

（
資
料
２
）

　

こ
の
２
名
は
、
元
々
日
本
で
の
就
業
経

験
が
あ
り
、
日
本
語
能
力
は
Ｎ
３
、
技
能

実
習
実
績
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
ス

ム
ー
ズ
に
受
入
れ
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
８

月
、
初
め
て
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
か
ら
、
４
名

の
特
定
技
能
１
号
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

日
本
語
検
定
に
す
る

と
、
Ｎ
４
ク
ラ
ス
く

ら
い
で
す
。
ま
た
９

月
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
４
名
入
社
す

る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
新
た
な
国

と
し
て
韓
国
か
ら
、

特
定
技
能
者
の
入
社

を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
特
定
技
能
と

い
う
分
野
で
は
、
東

南
ア
ジ
ア
を
中
心
に

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方

が
多
い
の
で
す
が
、
今
回
初
め
て
、
韓
国

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
採
用
を
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・�

空
港
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
協
会
と
は

　

こ
の
協
会
は
、
２
０
２
３
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
航
空
会
社
の
協
会
は
あ
り
ま

し
た
が
、
地
上
作
業
を
行
う
会
社
の
協
会

日　時　　令和７年 8 月 29 日（金）
場　所　　オリエンタルホテル福岡　博多ステーション

主　催　　（公財） 九州運輸振興センター
後　援　　ＪＲ九州　西日本鉄道㈱
助　成　　日本財団

木　津　勇　治
西鉄エアサービス（株）　代表取締役社長

航空分野における
外国人材活用事例について

資料1
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第 27 回　海事振興セミナー（九州クルーズセミナー）

　

国
土
交
通
省 

海
事
局
外
航
課
の
楠
山

と
申
し
ま
す
。

　

昨
年
も
こ
の
総
会
で
、
ク
ル
ー
ズ
市
場

の
課
題
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
課
題
解
決
に
向
け
、
ど
の
よ

う
な
方
策
が
あ
る
の
か
、
業
界
と
し
て
ど

の
よ
う
な
方
向
に
進
む
べ
き
な
の
か
な

ど
、
有
識
者
の
方
々
と
今
年
２
０
２
５
年

の
２
月
か
ら
６
月
ま
で
４
回
に
渡
り
検
討

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
日
は
そ
の
議
論
の
プ
ロ
セ
ス
と
背
景

な
ど
も
含
め
て
お
話
を
致
し
ま
す
。

ク
ル
ー
ズ
を
取
り
巻
く
市
場
環
境

・�

日
本
人
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
の
定
義
と
訪

日
ク
ル
ー
ズ

　
「
日
本
人
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
」
の
構
成

要
素
は
、
原
則
と
し
て
ク
ル
ー
ズ
船
内
に

１
泊
以
上
し
た
船
客
を
カ
ウ
ン
ト
し
ま

す
。
そ
れ
に
加
え
、
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
会

社
が
、
定
期
航
路
外
で
１
泊
以
上
の
（
自

主
）
チ
ャ
ー
タ
ー
を
行
っ
た
場
合
も
ク

ル
ー
ズ
と
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

・
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
人
口

　

２
０
１
０
年
あ
た
り
か
ら
右
肩
上
が
り

で
増
加
傾
向
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

は
一
旦
沈
み
ま
し

た
が
、
そ
の
後
は

着
実
に
伸
び
て
い

る
状
況
で
、
２
０

２
３
年
に
は
過
去

最
高
を
記
録
し
て

い
ま
す
。（
資
料

１
）

　

各
地
域
の
観
光

人
口
に
占
め
る
ク

ル
ー
ズ
人
口
の
割

合
は
、
ア
メ
リ
カ

が
０
・
５
９
％
で

エ
リ
ア
的
に
は
圧

倒
的
に
高
く
な
っ 

て
い
ま
す
。
日
本

や
人
口
の
多
い
中

国
は
０
・
０
３
％

と
観
光
人
口
に
占

め
る
ク
ル
ー
ズ
の
割
合
は
非
常
に
低
く
、

ク
ル
ー
ズ
に
対
す
る
な
じ
み
の
差
が
如
実

に
表
れ
て
い
ま
す
。

・
日
本
人
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
の
推
移

　

２
０
０
０
年
以
降
、
増
加
傾
向
で
２
０

１
９
年
は
過
去
最
高
の
35
万
６
千
人
と
な

り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
落
ち

込
み
、
２
０
２
４
年
時
点
で
は
コ
ロ
ナ
禍

前
の
６
割
程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界

の
推
移
と
の
バ
ラ
ン
ス
で
言
う
と
ま
だ

ま
だ
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況
で
す
。

（
資
料
２
）

日　時　　令和 7 年 7 月 29 日（火）
場　所　　オリエンタルホテル福岡 博多ステーション

主　催　　九州クルーズ振興協議会
　　　　　（公財）九州運輸振興センター
後　援　　ＪＲ九州
助　成　　日本財団

楠　山　賀　英
国土交通省海事局外航課
課長補佐

日本のクルーズ市場の持続的発展に向けた有識者検討会の
検討結果と将来に向けた取組みについて

資料1
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第 27 回　海事振興セミナー（九州クルーズセミナー）

　

ク
ル
ー
ズ
ト
ラ
ベ
ラ
ー
の
本
郷
と
申

し
ま
す
。

　

オ
ー
バ
ー
シ
ー
ズ
ト
ラ
ベ
ル
と
い
う
旅

行
会
社
で
コ
ス
タ
・
ア
レ
グ
ラ
や
コ
ス

タ
・
ビ
ク
ト
リ
ア
で
福
岡
発
着
の
ク
ル
ー

ズ
を
行
う
た
め
、
以
前
は
週
一
で
来
福
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ホ
ー
ラ
ン
ド
ア

メ
リ
カ
ラ
イ
ン
と
い
う
船
の
代
理
店
の
業

務
を
し
、
今
は
自
治
体
の
ク
ル
ー
ズ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
よ
う
な

事
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
横
浜
の
ホ
テ
ル
の
部
屋
か
ら
飛

鳥
Ⅱ
と
セ
レ
ブ
テ
ィ
・
ミ
レ
ニ
ア
ム
が

入
っ
て
き
た
の
が
見
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
横
浜
で
も
そ
う
で
す
が
、
九
州

各
地
で
も
ク
ル
ー
ズ
寄
港
が
増
え
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

本
日
の
講
演
が
少
し
で
も
、
ク
ル
ー
ズ

観
光
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

１
．
関
係
者
が
喜
ぶ
寄
港
地
観
光

・
喜
ぶ
関
係
者
は
・
・
・

　

ま
ず
は
船
会
社
で
す
。
地
元
ツ
ア
ー
や

良
質
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
り
、
乗
船

客
が
増
加
す
れ
ば
、
船
内
で
飲
食
や
買
い

物
な
ど
を
し
て
も
ら
え
る
。
そ
う
い
う
い

う
部
分
で
、
ま
ず
船
会
社
が
喜
び
ま
す
。

　

次
に
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
す
。
寄

港
地
観
光
が
売
れ
れ
ば
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
も
売
上
が
増
加
し
ま
す
。
で
も
、
船

会
社
に
「
良
い
ツ
ア
ー
」
だ
っ
た
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
案
し
て
も
ツ
ア
ー

が
催
行
し
な
け
れ
ば
、
船
会
社
か
ら
の
信

用
が
無
く
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う

意
味
で
利
益
が
上
が
る
こ
と
も
大
切
で
す

が
、
船
会
社
よ
り
評
価
が
上
が
る
と
い
う

部
分
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
な
ん
と
い
っ
て
も
乗
船
客
で

す
。
寄
港
地
観
光
は
大
き
な
楽
し
み
の
一

つ
で
す
。
良
い
ツ
ア
ー
に
満
足
す
れ
ば
、

又
乗
り
た
く
な
り
、
回
を
重
ね
て
リ
ピ
ー

タ
ー
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
り
た

く
な
る
よ
う
な
観
光
地
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
欧
米
人
も
そ
う
で
す
が
、
日

本
人
で
も
飛
行
機
で
の
旅
行
に
慣
れ
て
い

る
の
で
、
船
旅
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

が
重
要
か
と
思
い
ま
す
。

　

寄
港
地
観
光
の
予
約
が
あ
れ
ば
、
地
元

の
事
業
者
も
潤
い
、
収
益
が
上
が
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
船
会
社
・
ラ
ン
ド

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
・
乗
船
客
が
喜
ぶ
寄
港
地

を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

・
現
状
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か

　

日
本
船
外
国
船
に
よ
っ
て
違
い
も
あ
り

ま
す
し
、
航
路
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き

ま
す
が
、
日
本
船
も
外
国
船
も
寄
港
地
観

光
の
申
し
込
み
率
が
約
50
％
前
後
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
資
料
１
）

　

船
社
や
客
層
に
よ
っ
て
は
ツ
ア
ー
利
用

率
が
10
％
前
後
と
い
う
ツ
ア
ー
も
あ
る
よ

う
で
、
お
客
様
が
ツ
ア
ー
を
せ
ず
に
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
利
用
す
る

と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

　

チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
の
場
合
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
や
阪
急
交
通
社
、
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
、

エ
ッ
チ
ア
イ
エ
ス
な
ど
大
手
の
旅
行
会

社
で
は
寄
港
地
ツ
ア
ー
の
利
用
率
が
約

90
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
社
の
お
客

様
や
自
社
の
ツ
ア
ー
利
用
者
に
絞
ら
れ
る

の
で
ツ
ア
ー
の
質
も
高
く
、
信
用
も
あ

日　時　　令和 7 年 7 月 29 日（火）
場　所　　オリエンタルホテル福岡 博多ステーション

主　催　　九州クルーズ振興協議会
　　　　　（公財）九州運輸振興センター
後　援　　ＪＲ九州
助　成　　日本財団

本　郷　芳　人
クルーズトラベラーカンパニー㈱観光コンサルティング事業部　

チーフコンサルタント

①関係者が喜ぶ寄港地観光
②クルーズ誘致に繋がるアウトバウンド対応
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　古来、街は海に面した地か河に面した地にしか生まれない。カギは運輸である。現代は鉄道や

自動車という便利なものがあるが、昔は水運に勝る輸送機関はなかったから、街は海辺か河辺に

しか生まれなかったと筆者は思っている。

　１年半程前、女房殿に引っ張られて旅行会社の主催するトルコ、ギリシャ、エーゲ海クルー

ズのツアーに参加した。年齢と体力の衰え、頻尿という難があったため、しぶしぶの参加となっ

たが、決断の理由は以前からトルコには興味があり、特に海峡都市イスタンブールに興味が 

あったためである。

　興味があったとはいえ、トルコの観光といえばイスタンブールの海峡風景や回教寺院、それに

カッパドキヤくらいしか頭に浮かばない程

度の知識しか持ち合わせていなかった。

　トルコに着いて、期待に違わずイスタン

ブールの町から眺めるボスポラス海峡、そ

して金角湾の風景は素晴らしく、古来、地

中海と黒海を結ぶ海の要衝として発展した

海峡都市を目の当たりにし感激した。ま

た、建物はトプカプ宮殿、アヤソフィア、

ブルーモスク回教寺院等々すばらしい建築

物が数多くあって、ここが東西の歴史の接

点・文明の十字路といわれる地であること

を十二分に感じさせる場所であった。

　地名も、紀元前からビザンティウム、紀

元 330 年から 1000 年続いたコンスタン

チノープル、1453 年から今のイスタン

ブールと変遷する地名も、世界の中心地の

ひとつであることを感じさせる地だと実感

できた。ただ、昨今のオーバーツーリズム

による観光客の多さに辟易したのも正直の

ところであった。

　しかしアナトリア半島の西部、エーゲ海

付近のエフェソスに来てオーバーツ－リズ

アルテミス神殿跡
神殿の面影はない。右の柱は最近修復したもの

三　宅　  徹
（九州運輸局ＯＢ）

遺跡風景
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ムの疲れは吹っ飛ぶことになる。

　移動するバスの中でガイドからエフェソスは古代遺跡で、バスを降りて２時間くらい歩かなけ

ればならないのでなるべくゴム底の運動靴で、との話があった。

　そして、まず降り立ったところはアルテミス神殿跡地であった。アルテミス神殿はその名の通

り月の女神を祀る神殿で、エフェソスの人達の守り神であったが、今は完全な廃墟となってお

り、近年部分的に修復された柱が一本立っているのみであった。

　再度バスに乗りすぐにエフェソスに 

ついた。

　ガイドの話を思い出しながら歩き始める

と、炎天下の埃の石ころ交じりの道は、い

つの間にか大理石を敷き詰めた歩道とな

り、周囲には半壊した石の遺跡がびっしり

と並び、これはすごいところだとやっと気

づいた。緩やかな坂道を下っていく道で

あったが、大理石の表面は雨だったらさぞ

かし滑るだろうと思われた。ここが昔栄え

た街の中心部であったことは、とぎれとぎ

れのイヤホンガイドの音声で分かった。具

体的な遺跡の内容はよく聞き取れないまま

に歩き続けると、大理石鋪道の下から水の

音が聞こえたが、これは下水道だというと

のこと。道路の横には公衆トイレが並んで

おり、道路の右を見ても左を見ても建造物

の部材と思われる石材が所狭しと転がり、

昔の都市のインフラが整備された繁華街で

あったことを十分に感じさせた。

　ここで余談ながら、大勢の観光客がいる

にもかかわらず公衆トイレはない。遺跡

の中なのでトイレがないのは当然だが、

頻尿の筆者としては、「ここにあるのは遺

跡のトイレ、我慢我慢」。歩き進むと立派

な石の建造物が見え、これが由緒ある図書

館の跡であることをイヤホンガイドは説

明、さらに行くと野外音楽堂があり、ここ

で一休み。この町の人々はこの劇場で要

人の演説を聴いたり、歌や踊りを楽しん

だのだと思うと、自分も古代人の一人に

なった気分に浸った。

　その先では約２万５千人が収容されたと

いわれる、巨大な野外劇場の修復作業が進

エフェソスのケルスス図書館跡
アレクサンドリア図書館、ベルガモン図書館と共に

古代三大図書館といわれている。下段にいるのは筆者

エフェソスのメインストリート
大理石の舗装道路の下には下水道が流れている

道路脇にある公衆トイレ跡
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められているのを見る事ができた。ここで

は剣闘士と猛獣、あるいは剣闘士同士の戦

いがあったとのこと。

　古代からこれほどの都市があったこと

に驚きを覚え、一体どれくらいの人たち

が住んでいたのだろうか、この町はどう

してこんなに栄えたのか、これほどのイ

ンフラが整備されていたことに感嘆した

が、トイレを我慢しながら歩き続けるこ

ととなった。

　こうした膨大な石材はどのようにして集

められ運ばれたのか、この町の繁栄は何に

よるものか、疑問と古代人のパワーに圧倒

されながら、イヤホンガイドに耳を傾けた

が、ここが港町であったことなどの説明は

聞き取れなかった。

　同行のツァー客の一人は、「ここはミナ

トマチだったそうですよ。私はここに７、

８年ほど前に訪れていますが、ここをもう

一度見たいためにこのツアーに参加しまし

た」と話しておられた。えっ「ミナトマ

チ？海の港町ですか」「そうですよ」「海は

見えませんね」と問い返すと、同行の方は

「海は後退してしまったようですよ」との

ことであった。そこでやっと、「そうか、

ここは港町だったのか」と納得した。

　以下は帰国後に分かったことだが、エ

フェソスの港はエーゲ海を臨むクシャダス

湾の一番奥にあった。クシャダス湾の北側

には半島が突き出ていて、その先にはヒオ

ス島があり南側にはサモス島やイカリヤ島

が東西に並んでいて、天然の良港であった

のではないだろうか。良港であったがゆえにエフェソスは東西の地中海交易により繁栄した。

　エフェソスはトルコ最大の古代遺跡で、長い歴史を持つ都市であった。紀元前６～７千年前の

新石器時代には周辺に人が住んでいたが、エフェソスの最初の住民はギリシャ人ではないと言わ

れている。これは、アナトリア半島中央部で栄えたヒッタイトの文献に登場する王国の首都が、

エフェソスと同一の都市ではないかといわれているためである。

　その後、紀元前 10 世紀ごろギリシャ人入植者によってこの町は建設され、紀元前７世紀頃、

月の女神アルテミスを祀ったアルテミス神殿が建造され、火災や破壊を経て紀元前 550 年再建

大勢の人たちがのぞき込んでいるのが下の写真

足の向いている方に「娼家があります」という案内図
だといわれている。東西を問わず人の興味は同じ

遺跡ツアー風景
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された。神殿はアテネのアクロポリス神殿

を上回る規模の豪華絢爛な建物で、世界の

七不思議のひとつに数えられている。古典

期のエフェソスの支配者は、ペルシャ帝

国、アレクサンダー大王、エジプト、ベル

ガモン王国等々と移り変わったが港湾都市

として栄えた。紀元前２世紀に共和政ロー

マの支配下に入り、小アジアの西半分を占

めるアジア属州の首府とされ、古代ローマ

帝国の東地中海交易の中心となった。現在

残るアルテミス神殿の遺構はローマ時代に

建てられたもので、エフェソスに今も残る巨大な図書館や野外劇場の遺跡もこのころのものと思

われる。野外劇場はこの時代に拡張され、当時最大のものだと言われている。エフェソスの繁栄

は港湾によるところが大きかったが、土砂の沈降により２世紀頃から港湾の規模は縮小されて

いった。これは、エフェソスのそばにある２つの山から流れ込む土砂の堆積によるものであっ

た。皇帝の命により、港の改修が行われたようだが、土砂の堆積には抗しきれなかったようだ。

　１世紀には聖パウロと聖ヨハネがエフェソスを訪れキリスト教を広めたため、アルテミス信仰

は糾弾されるようになった。４世紀以降キリスト教が公認されると、エフェソスはたびたび教会

会議の舞台となった。エフェソスは引き続きアジア属州の首都として繁栄した政治と経済の中心

であり、教会行政の中心でもあった。多神教が禁止された後、一部アルテミス神殿や劇場は街の

建築資材を得る場所とされ、教会建設や住宅に石材が搬出されたといわれる。

　エフェソスを舞台にした、歴史上の人物である哲学者ヘラクレイトスはこの町の出身で、紀元

前 480 年頃「万物は流転する」と唱えた。また、紀元前 33 年にはエジプトのクレオパトラと

ローマのアントニウスがエフェソスで冬期を過ごしたとされる。

　１世紀には聖ペテロと聖母マリアが余生を過ごしたとされ、街から７キロ離れた地に聖マリア

の家が現存し、ローマ法王も参拝に訪れている。

　７世紀に入るとペルシャやアラブの勢力拡大を受け、７世紀半ばに城壁が設けられた。この頃

になると、港の沈降がさらに進み、近郊の港が外港として使われるようになった。　　

　その後も経済活動は活発に行われたが、８世紀に至りアラブ人の攻撃で東ローマ帝国はエフェ

ソスを放棄した。港が完全に埋まったのはその後のことである。

　現在、海はエフェソスから５キロ離れている。

※追記

　エフェソスについては諸説があり不明なことが多いようです。ここに記したものは、筆者が勝

手に解釈したものも含まれています。遺跡のほかに、エフェソス考古学博物館もありますが、残

念ながら筆者はそこを訪れていません。結果として、かなりピントが外れた記述もあるかと思い

ますが、お許しください。

　もう少し若ければ博物館も含めて再訪したい所です。

エフェソスの街で発掘されたアルテミス神の像を示す案内板
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その26

 1．諸人こぞりて　
　「こんにちは～こんにちは～、世界の国から〜」というのは前回の万博のテーマソングだが、今

年は万博と世界陸上と、それこそ諸人の集う催しが東西で開かれた。そういえばあの時、東京で

はやたら織田裕二のポスターが目についたけれど、今回テーマソングなんてものはあったんだろ

うか。いや、私がしらないだけで実は乃木坂やももクロあたりが歌っていたのかもしれぬが、中

年を過ぎると「こんにちは～こんにちは～」や「皆の衆～皆の衆～」のような分かりやすい曲で

ないと耳に残らなくっていけない。

　私はどちらも見ていないが、万博会場だけは関空へ降下する飛行機の窓から見下ろせた。確か

16 時前に着陸後、20 時半に香港へ離陸予定だったので、乗り継ぎ時間を利用してコスモスクエ

ア～夢洲の初乗りへも行った。ある程度慣れた大阪の地下鉄なので迷うこともなかったが、改め

て東京からきてみると「地下鉄の地上乗り換え」や「メトロと都営の違い」がないのは面倒がな

く、都内で「築地と新富町って同じ地下鉄やのに離れてんの ?」とか「スカイツリーへ行くの

に人形町で浅草線に乗り換えたら運賃が違うっておかしない ?」等とぼやく関西弁の人の戸惑

いが理解できた次第である。

　世界陸上期間中は、AD カードを首からぶら下げた関係者や、各国のユニフォームらしきものを

まとった外国人を都内で見かけたに止まった。こと男子 100 ｍ走の金メダルをとり、またウサイ

ン = ボルトを輩出したジャマイカの人々なぞ、遠目からもそれとわかる国旗模様のウェアを着て

気を吐いており、「体育祭になると俄然張り切る陸上部員」と一脈通じるものがあるのかもしれな

いな、と眺めていた。陸上の強いジャマイカもケニアも電車はない点を考慮し、他の国の人に比べ

てやや丁寧に浅草への行き方をお伝えした次第である。

　今回、観光案内のような仕事に携わる身として、体育会系の外国人から「選手の気分転換によさ

そうなランニングコースがあったら教えてほしい」等と訊かれたらどうしよう、と案じてはいた

が、それは杞憂に終わった。第一、私には走る習慣なんてないから、その時には「柴又なら日本情

緒も楽しめますし、江戸川土手はランニングコースになっています。いっそのこと矢切の渡しで対

岸へ行って、走って帰ってこられてはどうですか」ぐらいの案内で勘弁してもらおうと考えていた

のも併せて告白する。念のためネットで調べてみると皇居外周の他、お台場や代々木公園も適当な

コースがあるらしく、こんな機会を利用して自分の不得意分野の知識を蓄え、案内の幅を増やすの
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も悪くはない。来年のアジア大会は名古屋開催だが、水泳だけは東京アクアティクスセンターで行

われるそうだ。それまでに電車で行ける海水浴場の情報でも増やしておくとするか。

 2．旅の記憶から　

2．1 香港・中国・マカオ・台湾
　以前は毎年のように中国を訪れていたが、コロナでノービザ渡航ができなくなって以来、すっか

り足が遠のいてしまった。昨年、ノービザ渡航が解禁された後も、中国では QR コード決済が定

着して現金を持っていても相手にされないとか、官憲の目が厳しくなって地下鉄に乗るにも窓口で

パスポートを見せねば切符が買えないとの噂が立っており、そんな不便を強いられてまで行く国で

もないしな…と踏ん切りがつかないでいた。然るに LCC で安い航空券が見つかると、どのぐらい

不便になりどのぐらい自由に動けるのかこの目で確かめるのも一興だろうと考えが変わるのだか

ら、ダボハゼといわれても仕方がない。

　4 月 16 日、関空から香港へ飛び、その晩はターミナルのベンチで仮眠をとってから早朝の市内

バスで東涌へ出向き、ここで地下鉄（MTR）24 時

間券 (65 香港ドル、約 1200 円 ) を購入し繁華街の

尖沙咀へ繰り出す。復帰後、一国両制の建前とは裏

腹に政治的には大陸化が進むとはいえ、旅行者とし

てそびえ立つ摩天楼を眺め、廟街の喫茶室で一休み

し、スターフェリーで香港島へ渡り…と観光を楽し

む分には大きな変化はない。ただ、喫茶室でフレン

チトーストとコーヒーを頼んでもチェーン店で追い

飯つきカレーを頼んでも勘定が 1000 円を超えてし

まい、もう昔のように気軽に飲み食いはできないな、

と溜息が出た。

　4 月 18 日朝、重慶マンションの宿を発ち、MTR

で夢湖境界を越え深圳へ。ここから中国鉄道でちょっ

と遠出をしたいが、今回はコロナ後の状況視察という

意味合いが強く、何か問題が生じてもす

ぐに戻れる範囲かつそこそこ面白そうな

行き先を…と思案し海南島に白羽の矢を

立てた。駅窓口は人民が群がっていた

10 年前とは異なり、ウェブ予約が定着

したせいでスムーズに往復の硬臥（こう

が、B 寝台）を確保する。上段寝台で

388 元だったか、コロナ前ほどのお得

感はないが、トランプ関税の標的にされ

たせいで重慶マンションの両替所で 2

万円が 1000 人民元少々に化け、懐へ

のダメージは軽くて済んだ。海口の都市高速鉄道

窓なしの硬臥上段
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　深圳を 19 時前に出て、フェリー航送

を経て 19 日 11 時前、ヤシの木茂れる

海口着。昔はとりたてて見るべきものも

なかった島も今では高速鉄道で一周でき

るようになっている。とはいえ今回はそ

んな時間もなく、都市高速鉄道で空港の

ある美蘭を往復するに留める。列車は

デッキなし 3 扉、プラスチック製椅子

の近郊型で、40km 弱を 30 分余、10

人民元で結ぶのだからバスとは段違いの

便利さで、そのため駅前開発も進んでい

るようであった。

　20 日 4 時半、再び上段寝台に揺られ

広州着。市内を少しさまよった後、地下

鉄で広州南駅へ赴き、10 時半の列車で

珠海へわずか 2 時間。チャーシュー飯

で腹ごしらえをして拱北境界からマカオ

に入る。南蛮情緒を楽しめるのは今日だ

けなので、きらびやかなカジノリスボア

の中を覗いたり、ぶらぶら町を歩いてセ

ナド広場を冷やかしたりして過ごした。

　21 日は澳門軽軌ことマカオ LRT で

空港へ向かう。三菱製クリスタルムー

バーを用いるため外観も馴染みやすく、

沿線もチームラボがある等、お台場を行

くゆりかもめに似た印象を受けた。マカ

オ空港から高雄空港へは 2 時間弱。入

国後早々、昨年 2000 台湾元の宿泊クー

ポンを当てて味を占めた「ラッキー台

湾」ブースで二匹目のドジョウ釣りに挑

むが、今回は外れ、肩を落として高雄駅

へ。6 月から台鉄が 30% もの値上げに

踏み切ると聞いていたので、今のうちに

と台鉄乗り放題の TR パス 3 日用（1800

台湾元）を購入した。この日は高雄泊。

　その後 3 日間は 22 日は新竹、23 日は台南に泊まりつつ、TR パスを駆使して台湾を巡った。

台鉄は南東部でアミ語での車内放送を実施しているが、駅名は日本統治時代のものを用いるため、

突如「しかの」「かれんこ」との発音が混じって驚かされる。以前、北海道を訪れた際、「民族共生

象徴空間ウポポイを控えてアイヌ語の放送はないのだろうか」と書いたことがあるが、JR 北海道

珠海のチャーシューご飯

マカオ LRT

台鉄　新自強号
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でも 2020 年から導入済だそうで、車内放送を通じて各地で消滅が危惧される言語の存在を知ら

しめることができるなら、大変好もしいことのように思われた。

2．2 オーストラリア
　オフシーズンで航空券の安くなる時期を狙っては旅に出るという習性故、南半球に位置するオー

ストラリアを訪れるのは日本の春から夏、現地では秋から冬にかけた肌寒い季節に固定されてしま

う。ただ去年も一昨年もケアンズを拠点にクイーンズランド州を堪能したので、今年は久々にシド

ニーを擁するニューサウスウェールズ（NSW）州を訪れることにした。

　6 月 23 日、成田から LCC に乗りブリスベンへ着陸。空港鉄道はあるものの 22.3 豪ドル ( 約

2200 円 ) といい値段をとるので、一旦無料バスで近くのショッピングセンターへ出向いてから市

内バスと電車を乗り継いで都心へ出た。驚くべきことに、現在ブリスベンでは政策的に公共交通は

一通行につき 50 セント（約 50 円）という破格で押さえられており、交通費に悩むことなくあち

こち出歩けるのはありがたい。この午後は本日開業のゲストハウスにチェックインした後、ブリス

ベンメトロという名称のバスや近郊鉄道に乗って時間を潰した。

　6 月 24 日は都市鉄道でヘレンズベール、さらに LRT を乗り継いでゴールドコーストへ向かう

が、2 時間移動しても 50 セントだから自治体の財政は大丈夫かと心配になる。ここから NSW ト

レインリンク乗り放題のエクスプローラーパスを使い始め、一旦 14 時発のバスでカジノという町

へ行き、そこから 19 時半発の夜行の看

板特急 XPT に乗り継いで南を目指した。

　25 日朝、シドニー着。まずはシド

ニーらしいところを…ということでオペ

ラハウスを訪れる。その後はようやく市

内へ延伸された無人運転メトロに乗り、

さらに郊外路線を使って市内へ戻ってく

る。当地の都市鉄道は複数の路線が都心

で束ねられ、再び散り散りに別れるとい

う運転系統を有しており、さらに普通も

急行も同じプラットホームにくるので厄

介だ。従ってヨソ者にはわかりにくいの

だが、それをどう案内しているかという

に、駅の要所要所に次発の停車駅が列挙

されるモニターが据えられ、皆で眺める

のである。日本流に時刻表や運転系統図

を掲示するよりも時間はかかるが、こち

らの方が間違いは少なそうだ。

　７月 13 日は 7 時 40 分発のメルボル

ン行 XPT に乗車。英インターシティ

125 の系譜に立つ看板列車で、動力集

中式だから速度の割に車内は静かで好き

な車両なのだが寄る年波は隠せず、既に

シドニーのモニター式行き先案内

引退迫るXPT
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新型車両への置き換えが発表されている。平坦なクイーンズランド州とは異なり丘陵地帯を縫うよ

うに走って 18 時半、メルボルン着。外に出ると少し肌寒い。駅前のホステルに駆け込むと、中

国・韓国人バックパッカーが多勢を占める昨今、珍しく日本語が飛び交っていた。聞き耳を立てれ

ばどうもワーホリ組らしく、国内の低賃金の影響かと思う。

　14 日は 8 時半の XPT でコタムンドラへ戻り、さらに 15 時前のバスに乗り継いで 18 時前、

キャンベラ着。首都に敬意を表すべくやってきたが、安宿がないため約 7 千円の学生向けシング

ルルームをとり、一晩のびのび寛いだ。市内移動で乗ったトラムに、係員がこちらを見据え

「Aggression or violence, It's not part of the job」（攻撃や暴力は仕事の一部ではない）と書

いたポスターが貼られており、カスハラに手を焼くのはどこも同じか、と改めて考えさせられる。

　15 日は日曜ダイヤですっかり本数の減らされた市内バスで郊外のキャンベラ駅へ赴き、12 時

前の特急エクスプローラー号で 17 時前、シドニーへ戻った。今回、シドニーでは駅から徒歩 30

分弱の安宿に 3 泊したが、州内屈指の安値にも拘らず時折パーティーを催してくれる太っ腹な女

将さんで、この晩もテラスで大皿の数々を前に皆でバーベキューを楽しんだ。

　16 日は早起きし、6 時 19 分のエクスプローラー号で約 1100㎞離れたブロークンヒルへ向か

う。往年の昼行特急「白鳥」の大阪〜青森を凌ぐ長距離をたった 3 両編成でひた走るのだから頑

張れと列車に声援を送りたくなるが、途中駅で線路補修のため 2 時間待たされる等、なかなか一

筋縄ではいかなかった。空を茜色に染め

て荒野に落ちる夕日に嘆息した後はただ

暗闇の中をひた走り、終点に 21 時に着

いた時にはさすがにくたびれた。

　17 日は同じ列車で戻るが、7 時 45

分発の予定が最初から 30 分遅れ、あま

り真面目に走る気はないんか、と首を傾

げる。それでも 10 時間走るうち定時に

戻し、今日は宿で長めに休めるぞと期待

した矢先、シドニー郊外のブルーマウン

テン国立公園内で大雨のため止まってし

まった。やがて「バスを手配しますので

乗り換えて下さい」という放送が入り、

レンタカー方式なのか車掌がバスのハン

ドルを握って 23 時半、またしても 2 時

間遅れで到着。雨の中やっとの思いで宿

へ帰り着き、宿の連中に「いやーえらい

目にあったわ」と溢すと「ま、サイクロ

ンだしな」と返され、容易ならざる事態

に巻き込まれていたのをしった。

　18 日はチェックアウト時刻 10 時に

ちょうど風雨が収まり、街へ繰り出す。

空模様はかなりよくなったが、念のた

ブリスベンの海岸を散策

ブリスベンのシティキャット
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め中央駅へ赴き今晩の運行状況を尋ね

るに、「走るには走りますけど、途中ま

ではバス代行です」と告げられ、旅先

でのこまめな情報収集は欠かせないと

改めて感じる、往路とは逆にカジノで

XPT からバスに乗り換えて翌朝、ブリ

スベンのローマストリート駅に到着。

　19 日は一通行 50 セントの恩恵に預

かり都市鉄道の終点キッパリングと

ショーンクリフの間をバスで短絡し、海

岸をぶらぶら歩くとか、高速船シティ

キャットで郊外へ出てドゥーンベン線の

電車で戻るなんてことをして過ごし、

20 日朝、LCC で帰国したのであった。

2．3 タイ・ラオス・中国
　4 月に中国もある程度は気ままに旅行

できるとの手応えを得られたので、この

秋は一旦タイへ飛び、中国から戻る形の

周遊ルートをとることにした。とはいえ

安い航空券の都合でバンコク〜寧波を 7

泊 8 日で移動するという、ややタイト

な日程を強いられる羽目になる。

　8 月 25 日朝、羽田から山口宇部空港

へ飛び、宇部線草江から実家のある山陰線亀岡へ 18 きっぷを使って山陽線をひた走る。途中、広

島で下車し、開業したばかりの駅ビル 2 階広電のりばから路面電車に乗ってみた。相変わらず外

国人も多いが、海外主要駅の電停と比べても使い勝手は悪くない。ただ運賃・路線案内が JR の改

札を出た辺りにもあれば、もっとコンコースの滞留を軽減できるだろう。

　中一日、実家で家族と過ごした後、27 日は山陰線を米子へ向かう。翌日はさらに西へと進み美

祢線代行バスを挟みつつ博多へ至る。鈍行で山陰線に乗り続けるのは久しぶりで、運行本数も減っ

て難しさもあったが、余部鉄橋に大山や三瓶山、岩に波散る松林の海岸にベンガラ色の石見瓦を戴

く集落等、時間をかけてやってくるだけの価値は十分にあった。

　29 日は賑わいを見せる福岡空港から LCC でバンコクのドンムアン空港へ飛ぶ、入国後直ちに

列車でバンスー駅へ向かい、今晩のノンカイ行夜行列車の上段寝台を確保する。ついで JCB プラ

ザへ寄り、新名所としてルンピニ駅のワンバンコクを教えて貰ったので冷やかす。「三越デパ地下」

なんて一角もあり、お上りさんよろしくその規模に目を丸くした。

　30 日朝、ノンカイに着き駅前で朝飯を食べていると、ここに住んでいる日本人の爺様が現れて、

大阪の人ということもありしばし身の上話につきあう。その後鈍行に乗り込んでラオス入りし、早

速駅窓口に寄り翌日、翌々日の昆明行の予約状況を訊くに、どちらも満席といわれ、思わず天を仰

ぐ。市内の予約センターで仕切り直しても駄目で、これは 3 日後に発つしかないか、ますます余

山陰線を鈍行で西へ

ノンカイ駅に到着
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裕がなくなるなと嘆きつつ念のためもう

一度訊くと一席だけキャンセルが出てお

り、すぐさま購入した。この晩、泊まっ

たホステルにもハノイに住んでいるとい

う日本人の爺様がいて、超円安下でも意

外と海外にいる年金生活者が多いことに

気づかされる。

　9 月 1 日朝、ビエンチャン駅へ向かう

バスに乗ると、今度は大きなバックパッ

クを背負った日本人夫妻が現れ、ここで

も日本語で話す機会を得るが、ラオス移

住を考えているというので、それは私に

訊くより、とノンカイ駅前の爺様を訪ね

るよう勧める。8 時 10 分発昆明行は中

国製高速列車で、乗務員も中国式に教育

されているからラオスにいる感じはな

い。ほぼ満席のままボーテン国境を越

え、シーサンパンナ駅を出た辺りから空

席が出始める。終点昆明には 18 時半着。

昆明発着の列車は慢性的に混んでいるの

ですぐさま窓口へ赴き、運よく翌日の南

京行硬臥の最後の一つを確保した。これ

で何とか帰国の目処がついた。

　昆明では、ホステルの晩飯もラーメ

ン、街角で食べた朝飯もラーメン、街歩

きのついでに寄った昼食もラーメンで、

何だかラーメンばかり食っていたが、い

ずれも辛口で美味かったから文句もな

い。昼は西湖という観光地で時間を潰

し、30 元で散髪を済ませて昆明駅から

寝台列車に乗り込む。窓のない上段寝台

で 2 泊するのは覚悟の上だが、近くの

親父がスマホから大きな音を出して動画

を見続けていて、中国に寝台列車のマ

ナーはないのかと嘆く。

　昆明〜南京は貨物列車も 5 分おきにすれ違うような幹線を走る。途中、駅弁を買って食べてみ

る。コロナ前よりも小綺麗になった分、30 元は高くなったな、との感は否めない。

　4 日は南京着。10 時半の高速列車で杭州へ赴き、折角だからと最近営業を始めた都市高速鉄道

に乗って酒で有名な紹興を経由し寧波へ出た。安ホテルに寝っ転がってテレビをつけると、北京で

昆明のホステルでのラーメン

南京への車中で食べた駅弁

寧波の鼓楼
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中国人民解放軍の記念パレードが催されており、そのためでもなかろうが、どのチャンネルに合わ

せても抗日もののドラマばかりやっている。あまり面白くないので早寝し、5 日はしばし鼓楼の辺

りを散策した後、無事、予定の LCC で成田へ戻ったのであった。

 3．おわりに　
　中国ではインターネットは使えても Google や Yahoo にはつながらない。そこで昆明のユー

スホステルでは時間潰しに中国の検索エンジン「百度」を開け、適当に地名を打ち込んでいたら、

思いもよらぬ情報が出てきてのけぞる。例えば「鎌倉」と入れると、我々が思い浮かべる大仏や鶴

岡八幡宮のある辺りではなく、多くのサイトで「鎌倉高校前」が紹介される。これではスラムダン

クの踏切目当ての若者達が鎌倉即ち鎌倉高校前と解釈するのも無理はない。結果、まず東京から鎌

倉駅へ人が押し寄せ、そこから鎌倉高校前へ向かう唯一の足江ノ電がパンクする。一時期、湘南で

は比較的空いている藤沢・大船経由の「左回り観光」が提唱されるも低調に終わったと聞くが、こ

うした認知不足も一因ではないか。

　さらに東京から鎌倉への行き方指南を見るに、小田急や JR に加えて「包車」、即ち白タクを紹

介しているサイトすらある（さらにレンタカーも）。白タクは中国では「黒車」というから面白い

な、等と感心している場合ではない。その頃、鎌倉市職員が現地で「白タクに乗るのはやめましょ

う」とビラを配っているとのニュースを見たが、もう白タクで来ている人に啓発したところで意味

があるのかな、と首を傾げざるを得なかった。

　鎌倉高校前への行き方が鎌倉経由の「右回り」となり、また招かれざる「白タク」の利用が絶え

ないのも、彼らが日本の公的な案内よりも自国の物知り達の意見を優先して受け取るからで、それ

はともすれば「2025 年 7 月 5 日に東京を大津波が襲うであろう」といったデマや風評被害をも

引き起こす。勿論、日本の自治体や交通事業者もホームページを駆使しているのだろうが、

Google や Yahoo さらにはインスタグラムにもつながらないため、中国国内では百度等の有象無

象の検索結果の中に埋没してしまう。インターネットに疎い私に中国内検索エンジンの上位に表示

される方法を訊かれても困るが、例えば TikTok なる動画は中国アプリなので彼の地でも視聴でき

るだろうから短い公式動画を仕立ててこまめにアップするとか、彼らの目に触れる形での広報を行

う工夫が必要と感じた。

シドニーの散髪風景



 
 

令和 8 年新春講演会開催 

センターからのお知らせ 

日 時：令和 8 年１月 28 日（水） 13：30 ～ 15：30 

会 場：ホテルニュー長崎 鳳凰閣 東の間 

     長崎県長崎市大黒町 14 番 5 号   

TEL 095-826-8000（代） 

【第１部】 

講 演：株式会社商工組合中央金庫 

長崎支店長兼県内統括 丸 岡 靖 氏 

テ－マ：令和８年の金融・経済情勢の見通し（予定） 

【第 2 部】 

講 演：公益社団法人全日本トラック協会 

     専務理事 松 崎 宏 則 氏 

テーマ：トラック運送事業の現状と課題、今後の展望（予定） 
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九州のうんゆ九州のうんゆ（令和７年９月実績）

※物流の海上貨物、造船は、令和7年 8月実績を掲載。
※物流の一般貨物（トラック）は、令和7年 7月実績を掲載。
※コロナの影響の有無を可視化するため、平成31年 /令和元年との比較も参考として掲載。
※速報値のため修正する可能性があります。

令和７年11月28日公表

鉄 道《輸送人員》バ ス　《輸送人員》

輸  送  動  向

九州運輸局　交通政策部　交通企画課
〒812-0013　福岡市博多区博多駅東２－11－１

℡ 092-472-2315　 https://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/kyushuunyu/body.htm
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九州運輸局だより



航 空（国内線）《乗降客数》航 空（国際線）《乗降客数》 　タクシー《輸送人員》　旅客船《輸送人員》
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九州運輸局だより



航 空（国内線）《乗降客数》航 空（国際線）《乗降客数》
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九州運輸局だより



海上貨物《船舶積卸し実績（九州の23指定港）》長距離フェリー《トラック航送台数》 　トラック（一般貨物）《物資輸送量》 鉄 道（コンテナ）《物資輸送量》

70

九州運輸局だより



海上貨物《船舶積卸し実績（九州の23指定港）》長距離フェリー《トラック航送台数》

71

九州運輸局だより



航空貨物《輸送量》
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九州運輸局だより



　（公財）九州運輸振興センターでは、その使命とする事業活動にご理解、ご協力を賜わり、また、当センター
を有効にご利用いただくために「賛助会員制度」を設けて、下記のとおり、広く賛助会員を募集いたしており
ます。趣旨にご賛同のうえ、是非ご加入下さいますようお願い申し上げます。
　なお、当センターでは、受託事業として会員の必要とする交通及び観光の振興と近代化に関する調査、研究
を実施いたしておりますので、ご用命くださいませ。

記
１.  加入資格

２.  賛助会費

３.  特　　典

当センター設立の趣旨に賛同される方ならどなたでも加入できます。

賛助会員には次のような特典があります。

⑴当センター作成の資料、文献及び定期刊行物が原則として無償で配布されます。
⑵当センター主催の講演会、研究会、研修旅行セミナー等へ特別な便宜のもとに参加できます。
⑶当センターの行なう交通及び観光の近代化に関するコンサルタント業務を利用できます。
⑷当センターの備付資料、文献等を閲覧し、借り出すことができます。

年間一口 10,000 円で、何口でも加入できます。
この賛助会費は、当センターの事業活動を通じて、広く地域経済の発展と民生の安定のため
に生かされます。

九州うんゆジャーナル 冬号 令和 7 年 12 月 10 日　発行VOL. 129
編集発行 公益財団法人　九州運輸振興センター

〒812-0013　
福岡市博多区博多駅東３丁目10番17号　
                                 陸運会館３階
ＴＥＬ（092）451－0469
ＦＡＸ（092）451－0474
http://kyushu-transport.or.jp

印　　刷 株式会社　福田印刷
〒800-0037
北九州市門司区原町別院３番５号
ＴＥＬ（093）371－3231
ＦＡＸ（093）371－5735

〇�今号では、長崎県の交通と観光を特集いたしました。西九州新幹線が開通して、新しい駅ビルやホテルも次々
とオープンし、街の景色は少しずつ変わっています。歩いていると、観光と交通が一体となって長崎の賑わ
いをつくっていることを実感します。そして、私自身にとって思い出深い佐世保のこともやはり気になります。
佐世保バーガーに並ぶ人の列、九十九島の美しい景色、国際色豊かな米軍基地の街並み…。どれも佐世保な
らではの魅力です。そんな佐世保で、先日、九州運輸局長崎運輸支局佐世保海事事務所の企画による、市内
小学生を対象とした海事産業施設見学会が開催され、当センターも協力させて頂きました。歴史ある佐世保
造船所では、巨大なクレーンや広大なドックを間近に見学し、艦艇や商船の修理・改造を通じて港湾都市を
支える姿に触れることができました。その後、佐世保港から旅客船に乗って港を遊覧しながら、軍港として
の歴史を今に伝える艦艇群や、街並みを包み込む天然の良港を眺めました。産業と観光が共存する佐世保港
ならではの魅力を体感する機会となり、参加した子供達にとって忘れられない経験になったと思います。こ
の場を借りて、見学会にご協力いただいた皆様に改めて感謝申し上げます。今回の特集や「海の子育成」に
よる見学会を通じて、長崎の多彩な魅力を改めて感じることができました。これからも九州各地の交通と観
光の魅力を、誌面を通してわかりやすくお届けしていきたいと思います。（中原）

〇�この夏家族で外食したおり、次男にレジ係の女性が、そのＴシャツユーチューバーの「らっだぁ」のですよね、
と遠慮がちに話しかけてきた。そうですというと、やっぱり！らっだぁのＴシャツ着てる人初めて見ました、
私も大好きなんです、と短い時間だったが二人で盛上っていた。最後に、声をかけようかすっごく迷ったんで
すが、話ができて嬉しかったです、と言いとびきりの笑顔で頭を下げた。そういえばいつだったか、好きなにゃ
んこ絵柄のタオルを首にかけてレジに並んだ時に、やはりレジ係の若い人からあっにゃんこ先生だぁ、かわい
い！と声をかけられた。場所も年齢も選ばず、好きなモノでつながるってなんかいいよな。その時は門司港か
ら糸島まで 2 時間かけてファミリーバドミントンの試合に行き、こてんこてんに負けたのだが、そのことでガッ
クリがホッコリに変わった。う～ん、つらい時でも元気になれる私の推しって何かなぁ？あれにこれにと指を
折り、三度の飯より好きなモノ…、いや待て待て、三度の飯より

4 4

ではなく、三度の飯が
4

好きだった‼座右の銘は、
おかわり！だった、よ～し今夜の飯気合入れるぞっ！推し活推し活‼（宮下）

〇�今号は長崎県の特集となっております。寄稿、執筆を頂きました皆様ありがとうございました。厚くお礼を
申し上げます。

〇�今後も賛助会員を始め、関係者の皆様のお役にたつ活動を積極的に行って参りますので、ご意見、ご提案等
を頂ければ幸いに存じます。

〇 �2025 年も幕を閉じようとしています。楽しいことも、閉じてそこから出てこないでということもありました
が、2026 年が皆々様にとって幸せな一年となりますよう、また、当センターをこれからもよろしくお願い申
し上げます。




